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伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
に
あ
る
多
く
の
火

山
の
中
で
、
現
在
、
最
も
活
動
が
活
発
な

火
山
の
一
つ
が
三
宅
島
。
標
高
７
７
５
ｍ

の
雄
山
の
山
頂
に
、
直
径
約
３
・
５
㎞
の
外

側
カ
ル
デ
ラ
が
あ
り
、
そ
の
内
側
に
は
、

平
成
12
年
の
噴
火
で
生
じ
た
直
径
約
１
・
６

㎞
の
カ
ル
デ
ラ
が
あ
る
。
ま
た
、
山
腹
の

割
れ
目
噴
火
に
よ
る
側
火
口
や
、
海
岸
近

く
に
マ
グ
マ
水
蒸
気
爆
発
に
よ
る
爆
裂
火

口
が
多
い
の
も
特
徴
。
過
去
５
０
０
年
間

に
、
平
均
50
年
の
間
隔
で
13
回
の
噴
火
が

起
こ
っ
て
い
る
。

　

平
成
12
年
６
月
26
日
、
島
内
で
地
震
が

始
ま
り
、
７
月
８
日
に
山
頂
で
噴
火
。
そ

の
後
、
断
続
的
に
噴
火
を
繰
り
返
し
、
約

２
５
０
０
年
ぶ
り
に
新
た
な
カ
ル
デ
ラ
が

生
じ
た
。
噴
石
は
山
麓
ま
で
降
下
、
火
砕

流
は
海
ま
で
達
し
、
一
時
は
１
日
に
５
万

ｔ
を
超
え
る
火
山
ガ
ス
（
二
酸
化
硫
黄
な

ど
）
を
放
出
。
９
月
初
め
に
は
全
島
民
が

避
難
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
17
年
２
月
、
よ
う
や
く
避
難
指
示

が
解
除
。
島
民
は
島
に
戻
り
、
現
在
は
観

光
も
再
開
さ
れ
て
い
る
。
火
山
ガ
ス
の
放

出
に
よ
る
立
ち
入
り
禁
止
区
域
は
あ
る
が
、

釣
り
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
親
し
め
る
。

直径約8kmのほぼ円形で、主に玄武岩から成る二重式成層火山。約2500年前の大噴火から12世紀後半まで、現在の雄山を形成する噴火が続いた。現在、
活動的で特に重点的に観測研究を行うべき火山の一つ。現在、噴火警戒レベル2（火口周辺規制）が継続している（11月14日現在）。

三宅島

元気を取り戻した、安らぎの島

三宅島
［東京都］

日 本 の

火 山    　   vol.04

海から望む三宅島（写真提供：三宅島アカコッコ館）
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日本の火山vol.04
三宅島（東京都）
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想像力を高めて

「もしも」に備える！
　

地
震
、津
波
、台
風
な
ど
の
自
然
災
害
は
、

決
し
て
人
ご
と
で
は
な
い
。

 

「
も
し
も
」
の
と
き
、
自
分
の
身
に
何
が

起
こ
る
の
か
？　

周
り
が
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
か
？　

災
害
時
の
状
況
を
想
像
で

き
れ
ば
、
ふ
だ
ん
の
心
が
ま
え
も
変
わ
っ

て
く
る
は
ず
。

　

そ
こ
で
、
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
実
際

の
行
動
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
を
、
今
号
・
次
号
と
２
回
に

分
け
て
紹
介
。
今
号
で
は
、
災
害
を
「
我

が
事
」
と
し
て
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
た
い
。

　

心
理
学
の
面
か
ら
防
災
に
取
り
組
む
吉

川
肇
子
先
生
は
、

「
想
像
す
る
こ
と
が
、
防
災
の
第
一
歩
」

と
、
過
去
の
災
害
で
問
題
と
な
っ
た
こ
と

を
自
分
た
ち
で
考
え
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム「
ク

ロ
ス
ロ
ー
ド
」
を
制
作
。

　

ま
た
、
防
災
・
危
機
管
理
一
般
に
広
く

携
わ
る
小
村
隆
史
先
生
は
、

「
リ
ス
ク
が
見
え
れ
ば
、
な
す
べ
き
こ
と
も

見
え
て
く
る
」

と
、
地
図
を
使
っ
た
災
害
図
上
訓
練
「
Ｄ

Ｉ
Ｇ
」
を
仲
間
た
ち
と
考
案
。

　

災
害
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
に
役
立
つ
コ

ン
テ
ン
ツ
は
さ
ま
ざ
ま
。
み
ん
な
で
災
害

の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、「
も

し
も
」
に
備
え
る
行
動
へ
つ
な
げ
よ
う
！

災害をイメージし、
防災につながる行動へ

【コンテンツ編】

いつ、どこで起こるか

わからない自然災害。

そのとき身に起こることを

あなたは想像できますか？

1995年1月17日に起きた阪神・淡路大震災で、
倒壊した民家（写真提供：時事）
1995年1月17日に起きた阪神・淡路大震災で、
倒壊した民家（写真提供：時事）
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想像力を高めて「もしも」に備える！

次
の
カ
ー
ド
へ

各
人
が
「
Ｙ
ｅ
ｓ
」、「
Ｎ
ｏ
」
を
選
ん
だ

理
由
を
話
し
合
う

裏
返
し
て
置
い
た
「
Ｙ
ｅ
ｓ
」「
Ｎ
ｏ
」
の

カ
ー
ド
を
オ
ー
プ
ン
し
、
ル
ー
ル
に

従
っ
て
金
・
青
の
座
布
団
を
配
布
す
る

問
題
カ
ー
ド
に
対
し
て
各
人
が
Ｙ
ｅ
ｓ

か
Ｎ
ｏ
を
決
め
、「
Ｙ
ｅ
ｓ
」「
Ｎ
ｏ
」

カ
ー
ド
を
裏
返
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
置
く

そ
れ
ぞ
れ
に
カ
ー
ド
を
配
り
、

ル
ー
ル
説
明
を
行
う

各
テ
ー
ブ
ル
に
5
人
つ
き
、

各
人
が
自
己
紹
介
を
す
る

　

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
と
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
、
災
害
対
応
に
あ
た
っ
た
神
戸
市

職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
作
成

さ
れ
た
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
形
式
の
防
災
教

材
。「
大
都
市
大
震
災
軽
減
化
特
別
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
文
部
科
学
省
）
の
一
環
と
し

て
、
矢
守
克
也
氏
（
京
都
大
学
防
災
研
究

所
准
教
授
）、
吉
川
肇
子
氏
（
慶
應
義
塾

大
学
商
学
部
准
教
授
）、
網
代
剛
氏
（
ゲ
ー

ム
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
。

　

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
問
題
カ
ー
ド
に
は
、

「
3
0
0
0
人
い
る
避
難
所
で
、
2
0
0
0

食
を
確
保
し
た
。
こ
の
食
糧
を
配
る
か
配

ら
な
い
か
」
な
ど
、
ど
ち
ら
を
選
ん
で
も

何
ら
か
の
犠
牲
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
「
ジ
レ
ン
マ
」
が
多
数
あ
る
。

　

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
自
分
な
り
の
理
由
を

考
え
、苦
心
の
末
に
「
Y
e
s
」
か
「
N
o
」

震
災
の
教
訓
を
生
か
す
た
め

に
作
ら
れ
た

「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」

か
、
一
つ
だ
け
を
選
び
、
自
分
の
前
に
カ
ー

ド
を
裏
返
し
て
置
く
。
合
図
で
一
斉
に
オ
ー

プ
ン
し
、
多
数
派
の
人
は
、
青
座
布
団
を

獲
得
で
き
る
。
一
人
だ
け
の
人
が
い
る
場

合
、
そ
の
人
は
金
座
布
団
を
獲
得
し
、
他

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
何
も
も
ら
え
な
い
。
座

布
団
の
配
当
を
終
え
た
ら
、
問
題
を
全
員

で
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

　

そ
の
人
が
「
Y
e
s
」
ま
た
は
「
N
o
」

を
選
ん
だ
理
由
を
聞
く
こ
と
で
、
多
く
の

価
値
観
や
視
点
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

10
枚
の
カ
ー
ド
を
終
え
た
と
き
に
、
一

番
多
く
の
座
布
団
を
持
っ
て
い
た
人
が
勝

ち
と
な
る
。
そ
の
場
に
座
布
団
が
な
い
場

合
は
、
お
菓
子
で
代
用
す
る
こ
と
も
可
能
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
会
な
ど
で
は
、
地
域

独
自
の
問
題
を
作
っ
て
プ
レ
イ
す
る
の
も

た
め
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
は
、
災
害
を
自
分
の
身

に
引
き
寄
せ
て
考
え
る
と
同
時
に
、
他
者

の
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
、
優
れ
た
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

災
害
時
に
は
、
同
時
多
発
的
に
想
定
外
の
問
題
に
直
面
す
る
。
こ
こ
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
実
際
に
問
題
と
な
っ
た
「
災
害
対
応
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
化
し
た

「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
を
紹
介
す
る
。
ル
ー
ル
は
、
問
題
カ
ー
ド
に
対
し
、
Ｙ
ｅ
ｓ
か
Ｎ
ｏ
か
決
め
る
だ
け
。
シ
ン
プ
ル
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
防
災
の
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。

防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」

→「自分の意見をいいます」ルール
問題に対して、各人が「Yes」「No」を決め、決めたカードを自分
の前に裏返して出す。一斉にカードをオープンし、多数派は青座布
団を獲得。一人だけの人がいる場合は、金座布団を獲得。それ以
外の人は座布団をもらうことはできない。
→「多数派予測ルール」
問題に対して「Yes」と「No」のどちらが多数派かを当てるルール。
「Yes」と「No」のどちらが多数派かを想像し、そのカードを自分
の前に裏返して出す。座布団配布のルールは、「自分の意見をいい
ます」ルールと同様。

クロスロードのさまざまなルール

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
進
め
方

準
備

ゲ
ー
ム
開
始

﹇
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
P
A
R
T
1
﹈
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
災
害
対
応
を
体
験

クロスロードのカード
（商品には、紙座布団がついています）
問い合わせ先：京都大学生活協同組合

（電話：075-771-7336）

'CROSSROAD'および「クロスロード」は、登録商標です。
「クロスロード」：商願番号2004-83439（第28類）　「CROSSROAD」：同2004-83440（第28類）
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このカードは、実際に阪神・淡路

大震災であった事実をゲームに応

用したものである。行政の中には、

「公平性」の面から「1人に1個、

配れる数を確保するまで配布しな

い」と決めた結果、食糧を腐らせ

たところもあったという。老人と子

どもにのみ先に配るという決断をし

た自治体もあった。

YESの意見
●

●

●

NOの意見
●

●

●

●

★被災時の、食糧に関するルールを自治会や避難所ごとに定めておくとよい。

★おにぎりやご飯は、鍋でおかゆにすることができるので、他の自治体から支援をも

　らうときには、そういったものを優先して送ってもらうとよいのでは？

★派生する問題として、避難所にこられない被災者への食料配布は、どのようにすれ

　ばよいのかを考える必要がある。

被災から数時間。避難所には 3000人

が避難しているとの確かな情報が得られ

た。現時点で確保できた食糧は2000食。

以降の見通しは、今のところなし。まず

2000食を配る？

あなたは
食糧担当の職員です。

YES
or 
NO

配る

配らない

問題

イメージトレーニングPART 1［クロスロード］

カード その1  神戸編より

行政には常に公平性が求められるので、

全員分揃うまでは配ることができない。

この段階で食糧を配布するためには優

先順位を決めなければならない。その

基準をどこに置くかが難しい。

誰かに先に配ると、どんな理由があると

しても必ず文句がでる。

食糧が次回、何時に届くか分からな

い状態で、特定の人にだけ配ること

はできない。

お年寄りや病気の方、子どもに

先に配り、体力のある人は我慢

すればよい。

畑などがあるなら、そこから食糧

を借りてきて、3000人分に増や

してから配る。

先着順で食糧を配布し、配れな

かった人には、「次回の食糧配

布優先カード」を配る。

決定に必要な情報や
前提条件について理解を深めよう

さまざまな意見や価値観を共有し

阪神・淡路大震災で、朝の配
給食を受け取っている被災者
（写真提供：時事）
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想像力を高めて「もしも」に備える！

クロスロードの最新情報はこちら
Web CROSSROAD　http://maechan.net/crossroad/toukou.html

この問題のポイントは、「深夜の避

難」ということ。歩き慣れた道でも、

膝下くらいの水がでているだけで様

相は変わる。例えば、膝下くらいの

浸水だったとしても、マンホールが

流されていて、その中に落ちてしまう

こともある。また、避難所へ行くた

めの道が、浸水により危険な場合も

あるかもしれない。事前に、安全な

道を家族全員で確認しておくことが

必要だ。

YESの意見
●

●

●

NOの意見
●

●

●

★ 日ごろから、家族で避難経路を確認しておけば、深夜で道が暗くても

迷わずにすむ。

★ 浸水しない階に住んでいても、電気や水道・下水道が使用できなくなる

こともあるため、長く避難ができない可能性がある。

母（65歳）、妻、小学生の子ども2人の4

人家族。激しい雨が降り続いている。今、

洪水の危険があるとして集落に避難勧告

が出たことを防災無線で知った。しかし、

現在深夜12時。今すぐ、避難を始める？

あなたは川沿いの
集落の住民です。

YES
or 
NO

すぐに避難する

しばらく様子をみる

問題

深夜であっても、老人・婦人・子

どもだけであっても、水が出る前

に逃げるべきだと思う。堤防が

切れると手遅れになる。

後悔しないためにも、即避難。

命を守ることが先決。

高齢者と子どもとともに逃げるに

は時間がかかるので、早めに避

難する方がいい。

深夜で、しかも強風の中、子ども2人

と老人を連れて歩くのはリスクが大きい。

マンションなので浸水の心配はないか

ら、逆に逃げない方が安全な気がする。

避難の途中で、浸水による被害にあう

可能性がある。

決定に必要な情報や
前提条件について理解を深めよう

さまざまな意見や価値観を共有し

カード その2  市民編より

平成18年7月、大雨によって
増水した熊本県の球磨川を心
配そうに見る住民
（写真提供：時事）
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イメージトレーニングPART 1［クロスロード］

防
災
研
修
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
に
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
を
取
り
入
れ
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
考
案
者
の
一
人
で
あ
る
吉
川
肇
子
先
生
を
招
い
て
行
わ
れ
た
、

東
京
消
防
庁
主
催
の
東
京
都
女
性
防
火
組
織
幹
部
研
修
会
の
模
様
を
お
届
け
し
よ
う
。

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
実
況
中
継

家
族
同
然
の
飼
い
犬（
ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
ト
リ
ー
バ
ー
）を
避
難
所
に
連
れ
て
い
く
？

真面目に、ときには楽しいおしゃべりで進行するクロスロード。しかし、問題点をしっかり振り返るためには、

紙に「Yes」「No」双方の意見を書き留め、視覚化することも大切だ。

クロスノート
クロスロードをもっと深く見つめるための

大きな地震のため、避難所（小学校体育館）に避難しなければならない。しかし、家族同然の

飼い犬“もも”（ゴールデンリトリーバー、メス3歳）がいる。一緒に避難所に連れて行く？

Yes（連れていく） or No（置いていく）

あなたは市民。

Yes（連れていく）の問題点
・ 犬が嫌いな人（犬アレルギーの人）の 迷惑になる
・ 他の人に飛びかかったりする恐れも
・ 鳴き声がうるさい  ・ 排泄物の処理に困る
・ 1人のエゴ（犬を連れていくことをエゴだとすれば）を許
　せば、わがままを言い出す人が次々出てくるかもしれない

No（置いていく）の問題点
・ 犬がかわいそう
・ （飼い主が）心配になる、気になってしょうがない
・ 犬の餌がない
・ 繋がれているため、何かあったときに犬が逃げられない

クロスノートは、全員

が、一つの問題に対し

て「Yesの問題点」「No

の問題点」の両方を提

案し、ゲームで増えた

多様な視点や、その数

を「視覚化」するため

のもの。具体的な理解

を助ける効果がある。

・ 犬専用のグッズがたくさんあるなら、犬の避難場所、道具なども必要では
・ 犬がいれば泥棒に入られにくい（？）　・ 行政にも災害時のペット対策について考えてほしい

その他の意見

　

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
中
で
も
人
気
の
問
題
、

「
家
族
同
然
の
飼
い
犬
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
ト

リ
ー
バ
ー
）
を
避
難
所
に
連
れ
て
い
く
？
」

に
つ
い
て
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

「
犬
嫌
い
な
人
も
い
る
か
ら
ね
ぇ
」

　

「
う
ち
の
近
所
は
犬
を
飼
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
少
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
の
よ
う
に

は
な
ら
な
い
と
思
う
」

　

「
犬
の
避
難
所
も
作
れ
ば
い
い
の
よ
」

と
い
う
、
カ
ー
ド
の
問
題
自
体
に
関
す
る

意
見
か
ら
、
避
難
所
へ
の
新
し
い
提
案
ま

で
出
た
。「
被
災
時
に
は
意
外
な
問
題
も
起

こ
る
も
の
だ
」
と
考
え
た
り
、「
も
し
自
分

だ
っ
た
ら
」「
他
の
人
は
こ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
の
か
」、
と
参
加
者
全
員
が
多
様

な
「
気
づ
き
」
に
発
展
し
て
い
る
様
子
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）
の
吉

Yes

体育館の中に入れなければ、
連れていっても構わない。嫌
いな方もいるだろうが、お年
寄りや子どもを癒してくれる
こともあるのでは。まずは一
緒に避難させて、やめてくれ
と言われたら外に出せばいい

No

連れていくとしても体育館の
外なり、そういう場所があれ
ばいいけど。地震のニュース
を見るたび、いつもペットは
どうしているんだろうと気に
なる。避難所から自宅に戻っ
て生きてた姿を見ると、切な
くなる。連れていきたいとい
う気持ちもわかる

み
ん
な
の
防
災
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
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想像力を高めて「もしも」に備える！

「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」は

答
え
の
な
い
と
こ
ろ
に

意
味
が
あ
る

　

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
は
2
0
0
3
年
8
月

13
日
に
誕
生
し
た
。
そ
の
日
慶
應
義
塾
大

学
の
と
あ
る
会
議
室
で
、
私
た
ち
3
人

（
京
都
大
学
矢
守
克
也
先
生
、
ゲ
ー
ム
デ

ザ
イ
ナ
ー
網
代
剛
さ
ん
、
と
私
）
は
、
防

災
の
研
修
用
教
材
を
作
る
と
い
う
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
相
談
を
し
て
い
た
。
網
代

さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
出
張
の
お
土
産
の
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
紹
介
し
、
私
が
そ
れ
を
翻
訳

し
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
倫
理
的
な
ジ
レ
ン

マ
を
ど
う
解
決
す
る
か
を
話
し
合
う
も
の

だ
っ
た
。「
ジ
レ
ン
マ
な
ら
災
害
対
応
の

場
面
で
は
よ
く
あ
る
ね
」
と
矢
守
先
生
が

言
い
、「
そ
う
だ
！
」
と
い
う
こ
と
で
「
災

害
対
応
の
ジ
レ
ン
マ
を
表
現
し
た
ゲ
ー
ム

を
作
ろ
う
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ル
ー
ル
で
こ
だ
わ
っ
た
点
は
2
つ
で

あ
る
。
1
つ
は
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
し
か

選
択
で
き
な
い
こ
と
、
も
う
1
つ
は
、

少
数
派
の
意
見
に
金
座
布
団
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
本
来
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の

問
題
は
、「
場
合
に
よ
り
け
り
」
と
い
う

よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

場
合
に
よ
り
け
り
と
い
っ
て
い
る
う
ち

は
、
解
決
方
法
も
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
問
題

そ
の
も
の
も
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
曖
昧
な

ま
ま
な
の
だ
。「
2
つ
の
う
ち
の
1
つ

し
か
選
べ
な
い
」
と
い
う
制
約
を
課
さ
れ

て
は
じ
め
て
、
人
は
問
題
を
真
剣
に
考
え

出
す
よ
う
に
な
る
。ま
た
、金
座
布
団
ル
ー

ル
は
、
少
数
派
の
意
見
を
尊
重
す
る
と
い

う
私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
も
の

で
あ
る
。
多
様
な
意
見
や
情
報
を
感
度
よ

く
日
ご
ろ
か
ら
聞
い
て
お
く
こ
と
が
、
災

害
に
限
ら
ず
危
機
管
理
で
は
重
要
で
あ
る

が
、
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
を
通
し
て
、
そ
れ
を

訓
練
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
。

　

金
座
布
団
に
は
隠
れ
た
効
用
も
あ
る
。

実
際
、「
金
座
布
団
狙
い
で
」と
言
い
つ
つ
、

少
数
意
見
を
表
明
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
少

な
く
な
い
。
こ
こ
で
、
金
座
布
団
狙
い
と

い
う
こ
と
が
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
く
す
る
た

め
に
あ
え
て
自
分
の
意
見
と
は
異
な
る
意

見
を
表
明
し
て
い
る
の
か
、そ
れ
と
も「
金

座
布
団
狙
い
で
」
と
弁
明
し
な
が
ら
も
自

分
の
意
見
を
表
明
し
て
い
る
の
か
、
ど
ち

ら
で
あ
る
か
は
問
わ
な
い
。
ま
た
、
そ

れ
を
問
わ
な
く
て
も
意
見
表
明
が
で
き
る

と
こ
ろ
が
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
良
さ
と
い
え

文
‥
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
准
教
授 

吉
川
肇
子

き
っ
か
わ
・
と
し
こ
●
1
9
8
2
年
京
都
大
学
文
学

部
卒
業
、
85
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士

課
程
修
了
、
88
年
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。
京
都
学
園
大
学
法
学
部
、
筑
波
大
学
社
会

工
学
系
を
経
て
、
98
年
よ
り
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
に
。

専
門
分
野
は
、
組
織
心
理
学
、
リ
ス
ク
心
理
学
。
主
な

著
書
は
『
リ
ス
ク
と
つ
き
あ
う
』
な
ど
。

る
。

　

心
理
学
の
研
究
成
果
の
中
に
、
完
了
し

た
課
題
よ
り
も
未
完
了
課
題
の
方
を
、
人

は
よ
く
覚
え
て
い
る
と
い
う
も
の
が
あ
る

（「
ツ
ァ
イ
ガ
ル
ニ
ク
効
果
」
と
い
う
）。

実
際
、
仕
上
げ
た
仕
事
は
忘
れ
て
し
ま
う

が
、
や
り
か
け
の
仕
事
は
い
つ
ま
で
も
気

に
な
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
経
験
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
う
。
ク

ロ
ス
ロ
ー
ド
は
答
え
が
は
っ
き
り
し
な
い

こ
と
が
嫌
だ
と
言
わ
れ
る
方
も
い
る
が
、

む
し
ろ
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
す
な
わ

ち
未
完
了
課
題
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
い
つ

ま
で
も
記
憶
に
残
り
、
防
災
に
つ
い
て
考

え
続
け
る
た
め
の
道
具
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

川
肇
子
先
生
が
「
犬
の
た
め
に
避
難
所
へ

い
か
ず
、
倉
庫
で
暮
ら
す
方
も
い
ま
す
。

近
頃
は
N
P
O
法
人
な
ど
が
、『
ペ
ッ
ト

の
避
難
所
』
を
設
置
す
る
例
も
出
て
き
て

い
ま
す
」
と
、
問
題
カ
ー
ド
の
背
景
を
話

す
と
、「
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
す
る
参
加
者
。

　

「
ゲ
ー
ム
っ
て
い
う
か
ら
寝
ち
ゃ
う
か
と

思
っ
た
け
ど
、
意
見
交
換
が
楽
し
く
て
。

あ
っ
と
言
う
間
で
し
た
」「
地
元
で
も
や
っ

て
み
た
い
」
と
の
声
も
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心

に
多
く
の
気
づ
き
を
残
し
つ
つ
、
初
め
て

出
会
っ
た
人
同
士
が
、
帰
り
道
で
も
問
題

に
つ
い
て
話
し
合
う
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

「
防
火
・
防
災
の
手
法
を
見
つ
け
だ
す

こ
と
と
、
横
の
連
携
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
今
年
初
め
て
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
た
い
へ
ん
好
評

で
、
知
ら
な
い
人
同
士
で
も
活
発
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
よ
う
で
す
」
と
、

東
京
消
防
庁
防
災
部
生
活
安
全
課
の
市
川

哲
也
さ
ん
。

　

災
害
対
応
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
正

解
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
、
過
去
の

事
例
が
常
に
正
解
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。

ゲ
ー
ム
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
対
応

の
場
面
で
、
誰
も
が
誠
実
に
考
え
対
応
す

る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
災
害
が

起
こ
る
前
か
ら
考
え
、
備
え
を
し
て
お
く

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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予
防
策
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
と
、

出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
表
・
共
有

で
き
上
が
っ
た
地
図
を
見
な
が
ら
、
防
災
に

関
す
る
ま
ち
の
「
メ
タ
ボ
度
」
を
チ
ェ
ッ
ク

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
資
源
（
人
・
物
・
こ
と
）
に

シ
ー
ル
を
は
り
、
防
災
「
財
産
目
録
」
を
作
る

住
宅
地
図
の
「
塗
り
絵
」
を
通
し
て
、

「
ま
ち
の
つ
く
り
」
を
理
解
す
る

新
旧
の
地
図
を
比
べ
、
地
形
か
ら
読
み
取
れ
る

災
害
リ
ス
ク
や
土
地
利
用
の
誤
り
を
理
解
す
る

被
害
想
定
や
過
去
の
被
害
映
像
・
写
真
を
見
て
、

具
体
的
な
被
害
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
と
は
何
か
、

目
的
の
確
認
、
自
己
紹
介
な
ど
）

地図①地図②地図③地図④

 

「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
」
で
大
切
な
の
は
、
参
加
者
と

テ
ー
マ
に
合
っ
た
地
図
を
選
ぶ
こ
と
。
地

震
や
風
水
害
な
ど
災
害
の
種
類
を
決
め
、

範
囲
が
模
造
紙
大
〜
畳
２
枚
大
に
収
ま
る

よ
う
、
縮
尺
と
図
面
の
大
き
さ
を
工
夫
し

よ
う
。町
内
会
・
自
主
防
災
組
織
で
あ
れ
ば
、

住
宅
地
図
の
貼
り
合
わ
せ
が
よ
い
。

　

参
加
人
数
は
、
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
８

〜
12
人
く
ら
い
が
よ
い
だ
ろ
う
。
４
〜
５

グ
ル
ー
プ
で
合
計
40
〜
60
名
く
ら
い
。
進

行
・
調
整
役
で
あ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

や
、
各
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ド
役
で
あ
る
テ
ー

ブ
ル
リ
ー
ダ
ー
、
受
付
、
記
録
、
小
道
具

な
ど
役
割
分
担
も
決
め
て
お
き
た
い
。

　

テ
ー
マ
設
定
と
同
じ
く
ら
い
重
要
な
の

が
、
楽
し
く
活
発
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
せ

る
よ
う
、
緊
張
感
を
取
り
除
く
た
め
の
時

間
を
持
つ
こ
と
。
氷
の
よ
う
な
緊
張
感
を

壊
す
と
い
う
意
味
で
「
ア
イ
ス
・
ブ
レ
イ

ポ
イ
ン
ト
は
雰
囲
気
作
り
と

「
健
全
な
大
ざ
っ
ぱ
さ
」

キ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
自
己
紹

介
を
兼
ね
た
雰
囲
気
作
り
を
工
夫
し
た
い
。

　

リ
ア
ル
な
災
害
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
に
は
、

被
害
想
定
調
査
を
し
っ
か
り
と
読
み
込
む

こ
と
。
過
去
に
起
こ
っ
た
類
似
災
害
の
映

像
や
写
真
を
み
ん
な
で
見
る
こ
と
も
お
薦

め
し
た
い
。
建
物
被
害
の
危
険
性
を
実
感

す
る
に
は
、
震
度
別
の
建
物
全
壊
率
分
布

表
（
注
１
）
を
利
用
す
る
の
も
よ
い
。

　

大
切
な
の
は
「
健
全
な
大
ざ
っ
ぱ
さ
」。

新
旧
の
地
図
を
比
較
し
て
、
地
形
か
ら
読

み
取
れ
る
災
害
の
危
険
性
や
土
地
利
用
の

適
否
を
、
大
ま
か
で
あ
っ
て
も
確
認
し
て

お
き
た
い
。
国
土
地
理
院
で
は
明
治
以
降

の
旧
版
地
図
の
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

い
る
（
注
２
）。
か
つ
て
の
沼
地
や
湿
地
帯
、

水
田
や
谷
を
埋
め
た
場
所
は
、
地
震
の
揺

れ
は
他
よ
り
も
大
き
い
。
遊
水
地
だ
っ
た

場
所
は
地
形
的
に
は
今
で
も
浸
水
に
見
舞

わ
れ
や
す
い
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
土
地

柄
を
理
解
し
て
お
く
と
、
議
論
の
方
向
性

を
大
き
く
間
違
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

D
i
s
a
s
t
e
r（
災
害
）、
I
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n（
想
像
力
）、
G
a
m
e（
ゲ
ー
ム
）の
頭
文
字
を
と
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
」。
身
近
な
文
房
具
を
使
い
、
地
図
や
見
取
り
図
に
参
加
者
自
身

が
書
き
込
み
を
す
る
こ
と
で
、自
分
の
地
域
や
住
ま
い・職
場
に
潜
む
災
害
の
危
険
性
を
「
見
え
る
化
」
し
、こ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
み
ん
な
で
考
え
る
、頭
の
防
災
訓
練
な
の
だ
。

災
害
図
上
訓
練「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
」を
し
て
み
よ
う
！

﹇
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
P
A
R
T
2
﹈
リ
ス
ク
が
見
え
れ
ば
、
な
す
べ
き
こ
と
も
見
え
て
く
る

イメージトレーニングPART 2［DIG］

●大きな地図（昔の地図と、市町村地図や住宅地図など 
　テーマに応じて拡大コピーし、畳２枚大に貼り合わせる）
●透明シート（地図にかぶせて書き込むのに使う。複数枚
　用意）
●油性のカラーペン（太字・細字両用の８～12色セットが
　便利）
●テープ類（地図や透明シートの固定に使うガムテープや
　はがせるテープなど）
●付せん（地図上に表示したり、意見を書き出すときに使う）
●ラベルシール（地図上にマーキングするときに使う）
●模造紙やホワイトボード（意見を書き出すときに使う）

ＤＩＧに必要なもの

Ｄ
Ｉ
Ｇ
の
進
め
方
（
一
例
）

注１：http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/shutochokka/13/shiryo2-3.pdf 10



想像力を高めて「もしも」に備える！

②「塗り絵」鉄道・道路・川や池・緑地を色分けして塗る

　

次
は
具
体
的
に
地
域
を
「
診
断
」
し
て

み
よ
う
。
住
宅
地
図
や
都
市
計
画
図
の
上

に
透
明
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
、
次
の
手
順
を

参
考
に
書
き
込
み
を
し
て
み
よ
う
。

【
塗
り
絵
】
鉄
道
、
道
路
、
川
・
池
・
沼
・
プ
ー

ル
（
自
然
水
利
）、
学
校
や
公
園
（
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
）
な
ど
を
色
分
け
す
る
。
こ

れ
で
「
ま
ち
の
つ
く
り
」
が
理
解
で
き
る
。

【「
財
産
目
録
」づ
く
り
】
官
公
署
、
医
療
機

関
、
防
災
倉
庫
、
食
料
・
燃
料
・
水
が
入

手
で
き
る
場
所
、
危
険
物
貯
蔵
施
設
な
ど

防
災
に
つ
い
て
の
物
的
資
源
や
危
険
箇
所
、

災
害
時
の
「
お
役
立
ち
人
物
」「
気
に
な
る

人
物
」
の
住
ま
い
な
ど
を
確
認
し
、
シ
ー

ル
や
付
せ
ん
で
示
す
。

【
健
康
診
断
】
古
い
木
造
住
宅
が
密
集
し

て
い
る
地
域
、
消
防
車
が
入
れ
な
い
地
域
、

延
焼
火
災
を
食
い
止
め
る
建
物
や
空
間
、

浸
水
に
見
舞
わ
れ
や
す
い
地
域
な
ど
、
災

害
・
被
害
の
観
点
か
ら
見
た
要
注
意
箇
所

を
書
き
込
み
、
全
員
の
共
通
認
識
と
す
る
。

　

で
き
上
が
っ
た
地
図
は
、「
こ
の
ま
ま
何

も
し
な
い
で
い
た
ら
、
あ
る
日
、
こ
う
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
、
一

つ
の
未
来
予
測
図
に
な
る
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
、
み

ん
な
で
話
し
合
お
う
。
模
造
紙
や
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
書
き

出
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
も
し
よ
う
。

①「昔の地図」数十年前の地域の地図で土地利用を比較

④「健康診断」古い木造家屋の密集地帯、狭い道路など災害に弱い箇所を理解 ③「“財産目録”づくり」赤丸は一人暮らしの高齢者など「気になる人物」
緑丸は町内会長など「お役立ち人物」

ＤＩＧの流れ

注2：http://www.gsi.go.jp/MAP/HISTORY/5-25/index5-25.html11



　

防
災
を
考
え
る
上
で
出
発
点
と
な
る
の

は
、
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
、

伝
え
る
こ
と
で
す
。
行
政
か
ら
の
情
報
も

あ
り
ま
す
が
、
昔
か
ら
の
地
域
の
住
民
だ

か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
災
害
の
歴
史
や
災

害
と
と
も
に
暮
ら
す
知
恵
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
被
害
の
予
想
は
、
た
と
え
専
門
知
識

が
な
く
て
も
、
か
な
り
の
精
度
で
先
読
み

が
で
き
る
は
ず
で
す
。
先
読
み
が
で
き
れ

ば
、
実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
の
こ

と
を
議
論
す
る
の
で
は
な
く
、「
そ
の
よ
う

な
事
態
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
あ
あ

も
し
よ
う
、
こ
う
も
し
よ
う
」
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

 

「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
」
は
、
地
域
の
災
害
や
被
害
の

危
険
性
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
に
よ

る
「
気
づ
き
の
ツ
ー
ル
」
で
あ
り
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
」
で
す
。
大
き

な
地
図
を
み
ん
な
で
囲
み
な
が
ら
、
地
域

を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
け
ば
よ
い
の
か

を
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
計
画
作
り
と
言

え
ま
す
。
初
期
消
火
、
応
急
救
護
、
炊
き

出
し
な
ど
の
避
難
訓
練
は
、
被
害
の
拡
大

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
命
や
財
産

を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
実
際
、阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
犠
牲
者

被
害
の
出
方
は

地
域
の
力
に
よ
っ
て
異
な
る

が
建
物
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
や
落
下
に

よ
る
即
死
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
後
の

事
後
対
策
も
必
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
人
の
命
は
救
え
な
い
の
で
す
。

　

地
震
や
津
波
な
ど
自
然
現
象
は
一
様
に

襲
い
か
か
り
ま
す
が
、
被
害
の
出
方
は
個

人
や
家
族
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
の
差
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
建
物
の
立

地
や
構
造
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
。
自
然
の

猛
威
も
、
地
域
の
防
災
力
で
カ
バ
ー
で
き

れ
ば
、
単
な
る
自
然
現
象
に
す
ぎ
な
い
の

で
す
。

　

何
に
気
づ
き
、
そ
れ
に
対
し
て
何
を
す

れ
ば
い
い
か
？　

そ
れ
を
考
え
る
の
が
、

本
来
の
防
災
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

みんなで地図を囲み、地域の歴史や今のまちを知ることができる「DIG。」

考案者である富士常葉大学の小村隆史先生に、「DIG」本来の目的や意義を聞いた。

大切なのは「気づき」「考え」「話し合う」こと
危険を先読みできるのが「DIG」

イメージトレーニングPART 2［DIG］

こむら・たかし●1963年、千葉
市生まれ。1989年に国際基督教
大学大学院修士課程卒業後、防
衛庁（当時）防衛研究所に入所。
2000年より富士常葉大学へ。地
域防災や防災ボランティアをはじ
め、防災・危機管理一般に広く携
わる。防災関連の専門委員会やプ
ロジェクトに参加するかたわら、
全国各地で「DIG」のファシリテー
ターとしても活躍している。

富士常葉大学 環境防災学部准教授
小村隆史

　

地
図
か
ら
危
険
を
発
見
す
る
に
は
、
そ

の
セ
ン
ス
を
養
う
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、

「
鳴
滝
沢
」
と
い
う
川
の
名
称
か
ら
は
土
石

流
、「
加
計
地
区
」
と
い
う
名
は
「
崖
」
を

連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
土
砂
災
害
の
危
険
。

ま
た
昭
和
50
年
代
に
造
成
さ
れ
た
宅
地
は

現
在
高
齢
者
が
多
い
、
河
川
に
近
い
公
共

施
設
は
避
難
所
に
適
さ
な
い
、
な
ど
。

　

総
務
省
消
防
庁
の
Ｈ
Ｐ
「
自
主
防
災
組

織
教
育
指
導
者
用
教
本
」（
注
3
）に
あ
る
、

模
擬
地
図
「
ミ
ニ
Ｄ
Ｉ
Ｇ
」
を
利
用
し
て
、

地
名
や
状
況
か
ら
危
険
を
読
み
取
っ
て
み

よ
う
。

地形と地名に込められたメッセージ

～ミニDIGにチャレンジ！～

注 3：http://www.fdma.go.jp/html/intro/form/daigaku/kyouhon/h19_shidou_jisyu_st.pdf 12



想像力を高めて「もしも」に備える！

みんなで楽しむゲームのほか、災害をテーマにした本や映像など、リスクをイメージできるコンテンツはさまざま。

その中から、「クロスロード」を制作した吉川肇子先生推薦のものをピックアップ！

リスクを体感できるコンテンツ
まだまだある！

新潟県中越地震で被災した一家は
飼い犬に助けられるが、犬たちは
山古志村に残される。生き抜き、
再会できるかを綴った感動映画。
吉川「地震と人間、人間同士、動
物と人間、いろいろな関係を考え
させてくれる作品」

阪神・淡路大震災の教訓や体験と、
震災当時の写真や映像資料をまと
めたDVD。全国の都道府県や政令
指定都市等に配布されている。
吉川「人々の声が多く収録された
貴重な映像。ナレーションなしで
見るのもおすすめ」

阪神・淡路大震災の被災者の声を
イラスト主体で綴った、防災マニュ
アル。地震発生や救護活動・避難
生活、普段の備えが描かれている。
吉川「防災を考え続けるきっかけ
を与えてくれる本。イラストがさ
らに想像を広げます」

アメリカに住む兄妹が時空を超え
て歴史上の事件を体験する、冒険
ファンタジー。現在、24巻まで発
行されている。
吉川「子供向けの危機管理本とも
いうべきシリーズ。多様な災害や
事件を学べます」

『地震イツモノート』
地震イツモプロジェクト編、
渥美公秀監修、寄藤文平絵
木楽舎

『マジック・ツリーハウス』
メアリー・ポープ・オズボーン著、
食野雅子訳
メディアファクトリー

『マリと子犬の物語』DVD
発売元：アミューズソフトエンタテ
インメント、販売元：東宝
（c）2007「マリと子犬の物語」製作
委員会

『ビジュアル版 幸せ運ぼう』
非売品、「ビジュアル版 幸せ運ぼう」
制作委員会（神戸市、神戸市教育委
員会、神戸大学都市安全研究センター、
読売新聞大阪本社、読売テレビ放送）

本 book映像 image

ゲーム game

2人1組になり、1人はさいころを振
り、1人はランナーとしてたすきを掛
けてクイズに解答。正解したら目の
数だけマスを進み、ゴールを目指す。
吉川「知識が身につくだけでなく、
いざというときの『協力』の大切さ
も学べます」

誕生会やキャンプなどイベントに必
要なグッズを集めながらゴールを目
指す。引いたカードによっては地震
が発生し、クイズが出題される。
吉川「思わぬものが災害時に役立つ
ことがあります。その多様な使い方
を考えます」

災害や危険などから身を守るポーズ
を学べる、幼児向けのカードゲーム。
頭を隠したアヒルなど、12種類の
カードと同じポーズをとって遊ぶ。
吉川「多様な危険への対応を学びな
がら、自分の命を自分で守る気持ち
を育てます」

1月を振り出しに、火の元の確認や
家族で非常時の連絡先を決めるな
ど、止まったマスに書かれている行
動をとりながら進むすごろく。
吉川「日常生活の年中行事と防災を
関連づけることで、防災に対する意
識を高めます」

『大ナマジン防災すごろく』
京都大学生協ブックセンタールネ
（TEL：075-771-7336）

『ぼうさいDuck』
B4 判とトランプ判あり、（社）日本
損害保険協会　生活サービス部
安全安心推進グループ（TEL：
03-3255-1294）

防災すごろくゲーム 『GURAGURA TOWN』
NPO法人プラス・アーツ
（TEL：06-4400-6108）

『ぼうさい駅伝』
（財）市民防災研究所
（TEL：03-3682-1090）

13



Active
Woman

4file

仕事への誇りを持っていた
お父さんの姿を思い出します

高山侑子さん

女優

たかやま・ゆうこ●新潟県出身。2007
年、TBS系「パパとムスメの7日間」で
連続ドラマ初出演。花王ビオレさらさ
らパウダーシートのCMがO.A.中。本
映画が映画初出演にして初主演とな
る。日本映画界の久々の大型新人誕生と
して、期待が高まる。12月5日に、フォト
ブック「高山侑子 in 空へ̶救いの翼　
RESCUE WINGS̶」が発売となる。

映
画
「
空
へ
|
救
い
の
翼　

R
E
S
C
U
E 

W
I
N
G
S
|
」
は
、
航
空
救
難
「
最
後
の
砦
」
と
言
わ
れ
る

「
航
空
自
衛
隊 

救
難
隊
」
と
、
救
難
隊
初
の
女
性
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
成
長
を
描
い
た
物
語
で
す
。

主
役
の
川
島
遥
風
役
を
演
じ
た
の
は
、
新
潟
県
出
身
の
高
山
侑
子
さ
ん
。

高
校
1
年
生
の
高
山
さ
ん
は
映
画
初
出
演
に
し
て
主
役
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。

実
年
齢
よ
り
8
つ
も
年
上
の
自
立
し
た
女
性
を
演
じ
る
の
は
難
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
い
つ
か
、
同
年
代
の
役
も
や
っ
て
み
た
い
な
…
…
」
と
、
は
に
か
む
高
山
さ
ん
に

撮
影
の
こ
と
、
映
画
の
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

写真：花井智子
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さ
れ
、
芸
能
界
へ
と
入
り
ま
し
た
。

 

「
昔
、
水
害
の
と
き
に
、
お
父
さ
ん
が
災

害
救
助
活
動
を
し
て
い
る
ビ
デ
オ
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。『
こ
れ
が

お
父
さ
ん
だ
ぞ
』
と
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か

ら
ロ
ー
プ
1
本
で
被
災
地
に
降
り
て
い
く

姿
を
指
さ
す
お
父
さ
ん
か
ら
は
、
自
分
の

仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」

　

航
空
自
衛
隊 

航
空
救
難
団
は
、
自
衛
隊

の
航
空
救
難
の
た
め
に
昭
和
33
年
に
創
立

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
２
０
０
０
回
も
の
災
害

派
遣
へ
の
対
応
や
、
物
資
・
急
患
の
空
輸

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
す
ご
く
あ
り
ま
し
た
」

と
、
初
め
て
の
映
画
主
演
に
つ
い
て
語
る

高
山
さ
ん
。

 

「
で
も
、
自
衛
隊
の
こ
と
は
知
ら
な
い
わ

け
で
は
な
か
っ
た
し
、
小
さ
い
頃
に
は
、

当
時
、
航
空
自
衛
隊
で
運
用
さ
れ
て
い
た

『
バ
ー
ト
ル
』
と
い
う
黄
色
い
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
乗
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今

回
、
撮
影
で
新
し
い
色
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
何
度
も
乗
れ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
緊
張
の
中
で
も
楽
し
み
を
見
つ
け
な
が

ら
臨
ん
だ
様
子
。

 

「
私
が
演
じ
た
の
は
、『
人
を
助
け
た
い
』

と
い
う
思
い
が
と
て
も
強
い
女
性
で
す
。

で
も
、
思
い
だ
け
で
は
救
助
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
ス
ト
ー

リ
ー
の
中
で
、
い
ろ
ん
な
試
練
を
乗
り
越

え
て
本
当
に
強
い
女
性
へ
と
成
長
し
て
い

く
ん
で
す
」

　

撮
影
で
は
、
遥
風
だ
け
で
な
く
、
高
山

さ
ん
自
身
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
成
長
し
て
い
ま
す
。

 

「
撮
影
の
と
き
に
は
、
航
空
自
衛
隊
の
方

に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
操
縦
に
つ
い
て
教
わ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
救
難
隊
は
人
命
を
救

助
す
る
仕
事
と
は
い
え
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は

実
際
に
被
災
者
を
抱
え
た
り
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
表
情
や
、
操
縦
桿
を
握
る

手
を
生
か
し
た
演
技
に
つ
い
て
、
手
塚
昌

明
監
督
か
ら
も
た
く
さ
ん
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
よ
」

と
、
振
り
返
り
ま
す
。

 

「
航
空
自
衛
隊
と
い
う
と
、
普
通
は
『
戦

闘
機
』
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
映
画
を
見
て
、
航

空
救
難
の
最
後
の
砦
と
し
て
『
救
難
隊
』

が
い
る
こ
と
を
多
く
の
み
な
さ
ん
に
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
救
難
隊
は
、
失
敗
が
許

さ
れ
な
い
た
め
訓
練
は
と
て
も
厳
し
い
し
、

入
る
に
は
勉
強
も
た
く
さ
ん
必
要
で
す
。

空
が
好
き
な
人
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
好
き

な
人
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
人
に
、
目
指

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

父
さ
ん
と
同
じ
、
航
空
自
衛
隊
員

の
役
で
、
し
か
も
映
画
の
主
演
と

い
う
お
話
を
い
た
だ
い
て
、
本
当
に
驚
き

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
語
る
高
山
さ
ん
は
、

16
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
。
高
山
さ
ん
の
お

父
さ
ん
は
、
航
空
自
衛
隊 

新
潟
救
難
隊
の

高
山
和
士
元
空
曹
長
。
平
成
16
年
の
新
潟
・

福
島
豪
雨
や
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
際
、

新
潟
救
難
隊
の
メ
デ
ィ
ッ
ク
（
航
空
救
難

員
）
と
し
て
災
害
救
助
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
17
年
に
訓
練
中

の
事
故
で
殉
職
。

　

高
山
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん
の
追
悼
式
の

た
め
に
初
め
て
訪
れ
た
東
京
で
ス
カ
ウ
ト

12月13日（土）より角川シネマ新宿ほか、全国ロードショー
©「空へ̶救いの翼　RESCUE WINGS̶」製作委員会
配給 角川映画

「生きて戻れ」を実行する
難しさを感じました

「
お
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と
き
に
は
人
の
命
を
も
奪
う
局
地
的
な
大
雨

 

気
象
庁
予
報
部
予
報
課

気
象
防
災
推
進
室

今
年
の
夏
は
、
局
地
的
な
大
雨
に
よ
る
災
害
や
事
故
が
各
地
で
相
次
ぎ
ま
し
た
。

楽
し
い
水
遊
び
の
場
や
生
活
の
場
が
、
と
き
に
命
を
奪
う
非
常
に
危
険
な
場
へ
、

一
変
す
る
こ
と
を
知
り
、
気
象
の
変
化
へ
の
注
意
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

国内災害レポート

　

現
在
の
気
象
予
報
技
術
で
は
、
局
地
的

な
大
雨
を
も
た
ら
す
積
乱
雲
が
発
生
し
や

す
い
気
象
条
件
と
な
る
こ
と
を
、
数
百
㎞

程
度
の
領
域
で
、
１
日
程
度
前
か
ら
予
想

で
き
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
発
生
し
て
い

る
積
乱
雲
が
ど
の
よ
う
に
移
動
す
る
か
に

つ
い
て
も
比
較
的
正
確
に
予
測
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
個
々
の
積
乱
雲

が
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
、
ど
れ
く
ら
い

発
達
す
る
の
か
を
事
前
に
正
確
に
予
測
す

る
こ
と
は
、
最
新
の
予
報
技
術
を
も
っ
て

し
て
も
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

気
象
庁
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
雷
に
よ
る

災
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
雷
注
意

報
を
発
表
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
の
夏
に
相
次
い
だ
局
地
的

な
大
雨
に
よ
る
災
害
や
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
、
雷
注
意
報
の
内
容
で
〝
突
発
的

　

局
地
的
な
大
雨
は
、
急
速
に
発
達
し
た

積
乱
雲
（
雷
雲
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

ま
す
。
傘
が
ま
っ
た
く
役
に
立
た
な
い
ほ

ど
の
激
し
い
雨
が
降
る
た
め
、
小
さ
な
川

や
山
間
の
沢
は
瞬
く
間
に
増
水
し
、
清
流

が
大
人
で
も
流
さ
れ
て
し
ま
う
濁
流
へ
と

急
変
し
ま
す
。
ま
た
、
線
路
や
高
速
道
路

下
を
交
差
し
て
く
ぐ
る
半
地
下
道
路
（
ア

ン
ダ
ー
パ
ス
）
で
は
、
排
水
が
追
い
つ
か

ず
に
冠
水
し
、
そ
の
水
深
が
２
ｍ
に
達
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
日
本
各
地
で
局
地
的
な

大
雨
に
よ
る
災
害
や
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
７
月
８
日
、
東
京
都
大
田
区
呑
川
で

作
業
員
１
人
が
亡
く
な
り
、
８
月
５
日
に

は
、
東
京
都
豊
島
区
雑
司
が
谷
の
下
水
道

管
内
で
作
業
を
し
て
い
た
作
業
員
５
人
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
16
日
に

は
、
栃
木
県
鹿
沼
市
で
東
北
自
動
車
道
を

く
ぐ
る
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
冠
水
し
、
乗
用

車
が
水
没
し
て
女
性
１
人
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。

予
測
は
可
能
？

気
象
庁
の
対
応

積乱雲が局地的な大雨をもたらすメカニズム
　積乱雲は、大気の下層へ暖かく湿った空気が流れ込み、
上空には冷たい空気が流れ込む大気の状態が不安定な
状況のもとで発生・発達します。個々の積乱雲の水平方
向の大きさは、せいぜい数㎞から十数㎞の広がりで、寿
命は数十分程度です。
　夏場の積乱雲は、たとえ1個であっても発達して衰弱す

るまでの短時間に激しい雨を降らせます。これが局地的な
大雨です。また、気圧配置や地形の効果によっては、積
乱雲が同じ場所で次々 と発生・発達を繰り返し、数時間
にわたって狭い地域に激しい雨が降り続く場合がありま
す。これが集中豪雨です。
　「平成 20年 8月末豪雨」では、暖かく湿った空気が日
本付近の大気下層へ連続して流れ込む気圧配置が続い
たため、連日、各地で記録的な大雨が発生しました。

局地的な大雨

短時間の大雨

積乱雲が同じ場所で
次 と々発生・発達を繰り返す

積乱雲が、
発達し衰弱

発達が進むと不安定性が解消して衰弱
（個々の積乱雲の寿命は数十分）

集中豪雨

激しい雨が数時間に
わたって降り続く

ごく狭い地域に
数百㎜の雨量

気圧配置や地形の効果により

積乱雲（雷雲）が発達する条件
●下層への暖かく湿った空気の流入
●上層への冷たい空気の流入

下層の暖かく湿った空気が上昇

発達した
積乱雲の下では、
激しい雨・ひょう・
突風が発生

激しい上昇流で
発達した

積乱雲ができる

数㎞～＋数㎞

＋
数
㎞
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ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
内
に
は
、
気
象
レ
ー

ダ
ー
エ
コ
ー
図
な
ど
の
〝
防
災
気
象
情
報

の
利
用
促
進
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〞

を
作
成
・
公
表
す
る
と
共
に
、
今
後
も
局

地
的
な
大
雨
の
予
測
技
術
の
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

局
地
的
な
大
雨
に
よ
る
災
害
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
事
前

に
天
気
予
報
や
警
報
・
注
意
報
の
発
表
内

容
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
戸
外
で
も

携
帯
電
話
な
ど
で
最
新
の
気
象
情
報
を
収

集
し
た
り
、「
空
が
急
に
暗
く
な
る
」「
雷

が
鳴
る
」
な
ど
身
の
周
り
の
急
激
な
天
気

の
変
化
に
も
注
意
し
、
異
変
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

な
雨
の
強
ま
り
〞
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け

る
と
共
に
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

自
治
体
や
民
間
気
象
事
業
者
の
携
帯
電
話

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
８
月
よ
り
始
め
て
い

身
を
守
る
に
は

「平成20年8月末豪雨」のときの愛知県一宮市一宮インターチェンジ付近
の半地下道路（アンダーパス）の冠水状況（写真提供：愛知県一宮市）

7月28日、兵庫県神戸市灘区の都賀川が急激に増
水し、河川内の親水公園で水遊びをしていた子ど
もたちを含む5人が流され、亡くなった。上写真
は平常時、下写真は事故発生時の都賀川で、川の
水位は10分間で1ｍ30cmも上昇
（写真提供：神戸市ホームページ）

 

真っ黒な雲が近づいてきたら要注意 !
（写真提供：中部航空地方気象台ホームページ）

●気象庁ホームページ「天気の急変から身を守るために」
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/tenki_chuui.html

異変を感じたら即、避難

●川などでの釣りや水遊び

●河原や川の中州でのキャンプ、バーベキュー

●沢登り、キャニオニング

●線路や高速道路下を交差してくぐる半地下道路

●河川や下水道内の工事現場

もし、このような場面にいたら……

こんなときには
天気の急変に注意してください !

●天気予報：「大気の状態が不安定」「雷」「天気

の急変」などの表現があるとき

●警報や注意報：雷注意報、大雨や洪水の警報・

注意報が出ているとき

●レーダーなどの観測情報（民間気象事業者の

携帯電話サービスなどで入手）：周辺や上流で雨

が降っているとき

●空の状態：「急に真っ黒な雲が近づいてきた」「雷

鳴が聞こえる」「稲光が見えた」とき

●川の状態：「水かさが増えてきた」「濁ってきた」「流

木や落ち葉が流れてきた」とき

●警報装置：サイレンの音が聞こえるとき

●看板、表示板：「危険区域には立ち入らない」「雨

のときには川から離れてください」「通行止め」など

の表示があるとき

こんなと
●

き
●

は要注意
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「
平
成
18
年
豪
雪
」
を
契
機
と
し
た

雪
下
ろ
し
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

長
岡
技
術
科
学
大
学 

准
教
授 

上
村
靖
司

日
本
の
広
範
囲
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
18
年
豪
雪
。

屋
根
や
は
し
ご
か
ら
の
転
落
や
家
屋
倒
壊
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
新
潟
県
で
は
、

N
P
O
法
人
な
ど
が
雪
か
き
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

災害への
取り組みレポート

て
続
け
に
起
こ
っ
た
中
越
、
福
岡
県
西
方

沖
、
能
登
半
島
、
中
越
沖
、
岩
手
・
宮
城

内
陸
と
5
回
の
震
災
の
犠
牲
者
の
合
計
が

1
0
9
人
で
す
か
ら
、
社
会
の
注
目
の
度

合
い
と
異
な
り
、
雪
害
が
大
き
な
災
害
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
し
ょ
う
。

　

雪
害
が
注
目
さ
れ
に
く
い
理
由
は
3
つ

あ
り
ま
す
。
第
一
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
小
さ

な
被
害
が
積
も
り
積
も
っ
て
大
災
害
に
な

る
「
積
分
型
災
害
」
だ
と
い
う
こ
と
。
第

二
は
、
除
雪
作
業
中
な
ど
雪
国
の
暮
ら
し

の
中
で
起
こ
る
「
日
常
的
な
災
害
」
で
あ

っ
て
、
事
故
な
の
か
災
害
な
の
か
区
別
を

つ
け
に
く
い
と
い
う
こ
と
。
第
三
は
、
雪

国
と
言
わ
れ
る
地
域
に
は
日
本
の
人
口
の

17
％
し
か
住
ん
で
お
ら
ず
、
残
り
8
割
以

上
の
国
民
に
と
っ
て
は
現
実
感
を
も
ち
に

く
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、「
雪
害
」
と
一
言
で
言
っ
て
も
、

そ
れ
が
何
を
指
す
の
か
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
広
い
意
味
で
と
ら
え
る
と
、
冬

の
交
通
事
故
や
冬
山
登
山
な
ど
の
レ
ジ
ャ

ー
中
の
事
故
も
含
ま
れ
ま
す
し
、
道
路
の

交
通
傷
害
や
農
林
業
被
害
、
送
電
鉄
塔
へ

の
着
雪
に
よ
る
停
電
な
ど
、
社
会
機
能
の

停
止
・
不
全
も
含
ま
れ
ま
す
。
前
述
の

1
5
2
人
の
よ
う
に
統
計
値
と
し
て
消
防

庁
が
把
握
し
て
い
る
数
字
は
、
狭
い
意
味

で
の
雪
害
で
、
日
常
的
な
冬
の
暮
ら
し
の

中
で
の
人
的
被
害
を
指
し
ま
す
。
昔
と
違

い
、
集
落
が
呑
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
大
規

模
な
雪
崩
被
害
も
起
き
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

除
雪
中
に
屋
根
や
は
し
ご
か
ら
転
落
し
た

り
、
屋
根
や
構
造
物
の
上
に
積
も
っ
た
雪

の
予
期
せ
ぬ
落
下
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
た

り
、
除
雪
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ

た
り
、
水
路
や
池
に
転
落
し
て
し
ま
っ
た

り
と
い
う
こ
と
が
大
半
で
す
。
件
数
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅
が
雪
の
重
さ
で

押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
方

が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
事
例
も
豪
雪
の
時

に
は
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
を「
ゼ
ロ
」に
す
る
に
は
、

一
体
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

除
雪
作
業
中
の
被
害
が
圧
倒
的
に
多
い

わ
け
で
す
か
ら
、
除
雪
作
業
か
ら
解
放
す

る
の
が
最
善
の
策
で
す
。
特
に
は
し
ご
や

屋
根
な
ど
高
所
で
の
作
業
が
重
大
な
被
害

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
か
ら
、「
雪
下
ろ
し
」

か
ら
の
解
放
が
即
効
性
の
あ
る
対
策
で
す
。

　

気
象
庁
が
命
名
す
る
ほ
ど
の
豪
雪
と
な

っ
た
「
平
成
18
年
豪
雪
」。
全
国
で
1
5
2

人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
か
ら
平
成
20
年
に
か
け
て
立

雪
害
犠
牲
者
ゼ
ロ
に
向
け
て

中越地震後の冬に損傷を受けた家の屋根の雪下ろしをする住民
（平成 17年 2月 3日、新潟県川口町田麦山）
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長
岡
技
術
科
学
大
学

工
学
研
究
科 

准
教
授

上
村 

靖
司

か
み
む
ら
・
せ
い
じ
● 

昭
和
41
年
新
潟
県
川
口
町

生
ま
れ
。
平
成
2
年
長
岡
技
術
科
学
大
学
大
学
院
修

士
課
程
修
了
（
機
械
創
造
工
学
専
攻
）。
同
大
助
手
、

米
国
レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大
学
客
員
研
究
員
、
小
山
工

業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
を
経
て
現
職
。
専
門
は
雪

氷
工
学
。
新
潟
県
中
越
地
震
・
雪
氷
災
害
調
査
検
討

委
員
会
総
務
幹
事
。
N
P
O
法
人
中
越
防
災
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
理
事
。

の
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
。
昔
な
ら
、
大
家

族
で
、
若
い
除
雪
の
担
い
手
も
い
て
、
そ

し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
協
力
し
合
っ

て
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
核
家
族
化
、

少
子
化
・
若
者
の
流
出
に
よ
る
過
疎
高
齢

化
で
、
担
い
手
確
保
も
地
域
の
共
助
も
難

し
く
な
っ
た
現
代
、
こ
の
単
純
な
よ
う
で

複
雑
な
雪
害
の
問
題
は
解
決
の
糸
口
す
ら

見
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
N
P
O
法
人
中
越
防
災
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
は
、
平
成
19
年
1
月
か
ら
、「
越
後

雪
か
き
道
場
」
と
い
う
新
た
な
挑
戦
を
始

め
ま
し
た
。
除
雪
の
経
験
の
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
向
け
の
除
雪
技
能
訓
練
と
安
全
講

習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
2
冬
期
延
べ
15

回
に
お
よ
ぶ
経
験
か
ら
、
雪
害
ゼ
ロ
に
向

け
た
ヒ
ン
ト
が
い
く
つ
か
見
え
て
き
ま
し

た
。
第
一
は
「
協
働
」
で
す
。
誰
か
が
何

と
か
す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
も
行
政
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
支
援
団
体
も
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
で
き
る
こ
と
を
持
ち
寄
る

と
、
円
滑
に
進
み
ま
す
。
第
二
は
「
訓
練
」

で
す
。
例
え
ば
命
綱
の
使
い
方
、
除
雪
機

の
操
作
法
、
救
命
救
急
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含

め
て
）
な
ど
。
訓
練
を
す
れ
ば
確
実
に
安

全
性
は
高
ま
り
ま
す
。
第
三
は
「
仕
組
み
」

で
す
。
声
か
け
、
見
守
り
、
助
け
合
い
、

し
か
し
、
個
人
住
宅
の
雪
下
ろ
し
を
誰
か

に
依
頼
し
た
り
、
雪
下
ろ
し
の
必
要
の
な

い
構
造
の
屋
根
（
自
然
に
滑
落
、
熱
を
加

え
て
融
雪
な
ど
、
総
称
し
て
克
雪
住
宅
と

言
い
ま
す
）
に
す
る
に
は
、
コ
ス
ト
が
か

か
り
ま
す
。
そ
の
コ
ス
ト
負
担
が
で
き
る

世
帯
は
問
題
で
な
く
、
問
題
な
の
は
、
克

雪
化
し
た
り
業
者
に
委
託
し
た
り
す
る
財

力
を
も
た
な
い
高
齢
者
や
障
害
者
の
単
身
・

夫
婦
世
帯
な
の
で
す
。

　

自
宅
敷
地
内
で
、
自
分
の
判
断
で
行
う

除
雪
作
業
を
公
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

共
同
作
業
、
安
全
点
検
な
ど
、
そ
れ
ら
を

当
た
り
前
と
し
て
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
を

文
化
に
ま
で
高
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

考
え
て
み
る
と
、「
雪
か
き
道
場
」
は
、
雪

か
き
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
そ
の
も
の
だ

と
、
最
近
考
え
て
い
ま
す
。

3m を超える積雪に耐える家屋。中越地震後でも十分な強度をもって
いたが、その後完全に倒壊した（平成 17年 2月 3日新潟県山古志竹沢）

一人暮らしの高齢者（雪下ろしを終えた自宅屋根の上で撮影）
（平成 18年 1月 13 日　新潟県津南町）

中越地震後の冬、損壊を受けた状態で雪下ろしができなかったため、雪の重みで押し
つぶされた家（平成 17年 1月 29 日　新潟県長岡市山古志竹沢）

19



TOPICS

1
トピックス

前
号
で
は
9
月
1
日
『
防
災
の
日
』
に
実
施
し
た
総
合
防
災
訓
練
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
Ⅰ 

政
府
訓
練
と
連
携
し
た
近
畿
府
県
合
同
防
災
訓
練
等
の
現
地
訓
練
、

Ⅱ 
大
規
模
津
波
防
災
総
合
訓
練
、
Ⅲ 

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

訓
練
と
連
携
し
た
の
は
初
め
て
で
す
。

 

訓
練
の
概
要

1 

図
上
訓
練

（1）
第
一
部
訓
練
（
大
阪
府
庁
、
総
理
官
邸
）

　

大
阪
府
災
害
対
策
本
部
と
政
府
緊
急

災
害
対
策
本
部
と
の
連
携
を
検
証
す
る
た

め
、
政
府
支
援
等
に
関
す
る
内
閣
総
理
大

臣
と
大
阪
府
知
事
・
内
閣
府
副
大
臣
の
テ

レ
ビ
会
議
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

（2）
第
二
部
訓
練
（
各
府
県
庁
舎
）

　

近
畿
２
府
７
県
に
よ
る
広
域
応
援
に
つ

い
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ
イ
に
よ

り
応
援
調
整
の
手
順
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

2 

実
動
訓
練

　

東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
と
地

震
動
に
よ
り
、
大
阪
府
南
部
に
お
い
て
孤

立
激
甚
被
災
地
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、

岸
和
田
市
の
ち
き
り
ア
イ
ラ
ン
ド
（
阪
南
２

区
）
と
そ
の
周
辺
海
域
、
関
西
国
際
空
港

に
お
い
て
、
多
様
な
機
関
が
緊
密
に
連
携

し
た
総
合
一
体
的
な
救
出
・
救
助
、
医
療

救
護
、
消
火
等
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ち
き
り
ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
、
内
閣
総
理

大
臣
を
ト
ッ
プ
と
す
る
政
府
調
査
団
と
大

阪
府
知
事
等
が
、
陸
上
・
海
上
で
同
時
に

展
開
す
る
訓
練
を
視
察
し
ま
し
た
。

（1）
陸
上
訓
練
（
主
な
種
目
）  

 

○ 
自
衛
隊
の
陸
・
海
の
機
動
力
を
フ
ル
に

活
用
し
た
広
域
応
援
部
隊
等
の
被
災
地

投
入

○ 

広
域
応
援
部
隊
等
に
よ
る
列
車
（
実
車
）

や
半
壊
ビ
ル
等
か
ら
の
救
出

○ 

応
急
救
護
所
の
開
設
、
負
傷
者
の
ト
リ

　

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
に
、
東
南

海
・
南
海
地
震
を
想
定
し
て
、「
多
様
な
機

関
に
よ
る
総
合
一
体
的
な
救
出
・
救
助
」、

「
住
民
の
自
助
・
共
助
意
識
の
高
揚
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
近
畿
の
２
府
７
県
、
大
阪

府
泉
南
地
域
の
５
市
３
町
等
の
主
催
に
よ

り
、
政
府
訓
練
と
も
連
携
し
た
防
災
訓
練

を
、
大
阪
府
岸
和
田
市
の
ち
き
り
ア
イ
ラ

ン
ド
と
そ
の
周
辺
海
域
、
関
西
国
際
空
港

等
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
・
海

上
保
安
庁
等
の
防
災
機
関
を
は
じ
め
、
医

療
・
港
湾
関
係
機
関
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

自
主
防
災
組
織
、
住
民
な
ど
の
幅
広
い
参

加
協
力
に
よ
り
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

東
南
海
・
南
海
地
震
を
想
定
し
て
政
府

平
成
20
年
度
総
合
防
災
訓
練

閉会式での内閣総理大臣あいさつ

大
阪
府
総
務
部
危
機
管
理
室

消防による負傷者搬送

Ⅰ
① 

近
畿
府
県
合
同

　
　

 

防
災
訓
練

〜T
o
ta
l R

e
lie
f In

 K
in
k
i(T

R
IK
)

〜

ホバークラフトによる警察車両の輸送
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海保ヘリによる負傷者救出

　

ま
た
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
動
体
験
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
体
験
、
関
係
自
治
体
及
び

企
業
に
よ
る
防
災
展
示
・
防
災
啓
発
等
を

同
時
に
開
催
し
、
多
く
の
参
加
住
民
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
総
理
大
臣
を
は
じ
め
と
す

る
政
府
調
査
団
と
知
事
が
訪
れ
、
展
示

ブ
ー
ス
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
炊
き
出

し
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
喫
食
し
ま
し
た
。

1 

広
域
医
療
搬
送
実
動
訓
練
の
概
要

　

平
成
20
年
９
月
１
日
（
月
）
の
「
防
災

の
日
」
に
政
府
に
お
け
る
総
合
防
災
訓
練

の
一
環
と
し
て
、
広
域
医
療
搬
送
実
動
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

広
域
医
療
搬
送
と
は
、
東
南
海
・
南
海

地
震
等
の
大
規
模
地
震
に
よ
り
多
数
発
生

す
る
と
想
定
さ
れ
る
、
被
災
地
内
で
は
十

分
な
医
療
行
為
が
受
け
ら
れ
な
い
重
傷
患

者
を
、
被
災
し
て
い
な
い
自
治
体
（
被
災

地
外
）
へ
搬
送

し
、
救
命
す
る

活
動
で
す
。

　

今
年
度
の
実

動
訓
練
に
は
、

国
の
関
係
機
関

の
他
、
大
阪
府

（
被
災
地
内
）、

徳
島
県
及
び
長

崎
県
（
被
災
地

外
）、
関
係
消

防
本
部
、
災
害

派
遣
医
療
チ
ー

ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

並
び
に
関
係
医

療
機
関
等
が
参

加
し
ま
し
た
。

2 

広
域
医
療

搬
送
の
流
れ

　

広
域
医
療
搬

送
の
主
な
流
れ

ア
ー
ジ

○ 

海
上
・
陸
上
か
ら
の
大
型
石
油
タ
ン
ク

火
災
の
消
火

○ 
関
西
国
際
空
港
を
拠
点
と
し
た
重
傷
者

の
広
域
医
療
搬
送

（2）
海
上
訓
練
（
主
な
種
目
）

○ 

船
舶
、
ヘ
リ
に
よ
る
漂
流
者
、
座
礁
フ
ェ

リ
ー
か
ら
の
負
傷
者
救
出

○ 

海
上
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
の
艦
船
内

に
お
け
る
洋
上
医
務
室
の
開
設

○ 

消
防
艇
等
に
よ
る
座
礁
フ
ェ
リ
ー
火
災

の
消
火 

3 

防
災
啓
発

　

府
民
へ
の
自
助
・
共
助
意
識
の
高
揚
に

よ
る
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、

実
動
訓
練
会
場
に
近
接
す
る
浜
工
業
公
園

に
お
い
て
、
地
域
住
民
、
高
校
生
等
と
自

衛
隊
に
よ
る
応
急
避
難
所
の
開
設
や
非
常

食
の
炊
き
出
し
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○ 

被
災
自
治
体
か
ら
政
府
に
広
域
医
療
搬

送
の
実
施
を
要
請

○ 

政
府
か
ら
全
国
各
地
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
被

災
地
へ
の
派
遣
を
要
請

○ 

被
災
地
に
到
着
し
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
支
援

等
に
よ
り
被
災
地
内
の
病
院
か
ら
被
災

地
内
広
域
搬
送
拠
点
へ
患
者
を
搬
送

訓練のイメージ図

炊き出し食を喫食する大阪府知事

Ⅰ
② 

近
畿
府
県
合
同
防
災

訓
練
と
連
携
し
た
広
域
医

療
搬
送
実
動
訓
練

21

長崎空港
（被災地外拠点）

患者 8人を域外拠点近くの病院に搬送

患者 4人を域外拠点
近くの病院に搬送

航空自衛隊
CH－47 による搬送

航空自衛隊C－1
輸送機による搬送

DMATの動き
（数字はチーム数）

患者の動き
（数字は人数）

徳島航空基地
（被災地外拠点）

福岡空港 小松空港

被災自治体（大阪府）
重症患者多数発生

羽田空港

大阪DMAT
ちきりアイランド泉佐野病院

（被災地内病院）
近隣病院

関西国際空港
（被災地内広域
搬送拠点）

DMAT:1

DMAT:1 DMAT:3

DMAT:4

DMAT:4
DMAT:8

患者 :8

患者 :4



TOPICS

1
トピックス

　

首
都
直
下
地
震
を
想
定
し
、
横
須
賀
新

港
埠
頭
（
横
須
賀
市
）
を
中
心
と
し
て
、

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
訓
練
項
目
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

1
自
主
防
災
組
織
の
対
応
訓
練

　

住
民
に
よ
る
救
出
、
消
火
、
避
難
訓
練

2
救
出
救
助
訓
練

　

中
高
層
建
物
の
消
火
、
災
害
救
助
犬
を

活
用
し
た
救
出
、
孤
立
地
域
か
ら
の
救
助

訓
練

3
広
域
応
援
訓
練

　

ヘ
リ
、
艦
船
に
よ
る
広
域
援
助
部
隊
の

派
遣
訓
練

4
医
療
救
護
活
動
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

中学生による救出

　

東
海
地
震
を
想
定
し
、
静
岡
市
の
中
央

会
場
を
中
心
と
し
て
、
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

中
央
会
場
で
は
、
４
会
場
を
設
け
て
、

地
域
特
性
に
応
じ
た
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

主
な
訓
練
項
目
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

1
市
街
地
会
場

　

静
岡
市
役
所
周
辺
で
実
際
の
道
路
や
地

下
街
・
高
層
ビ
ル
を
使
っ
た
、
都
市
型
災

害
へ
の
対
応
訓
練

2
葵
区
会
場

　

孤
立
地
域
へ
の
対
策
を
主
眼
と
し
た
対

患者搬送用航空機

○   

自
衛
隊
機
に
よ
り
被
災
地
内
広
域
搬
送

拠
点
か
ら
被
災
地
外
拠
点
へ
患
者
を
搬

送
○ 
被
災
地
外
の
自
治
体
が
調
整
し
た
救
急

車
に
よ
り
、
被
災
地
外
拠
点
か
ら
病
院

へ
患
者
を
搬
送

3 

今
年
度
の
試
み

　

今
年
度
の
訓
練
で
は
、
広
域
医
療
搬
送

実
動
訓
練
と
し
て
初
め
て
、民
間
空
港
（
関

西
国
際
空
港
）
を
被
災
地
内
広
域
搬
送
拠

点
と
し
て
運
営
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
も
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

自
衛
隊
機
で
の
被
災
地
へ
の
参
集
に
加
え
、

民
間
航
空
機
を
活
用
し
て
の
参
集
を
実
施

す
る
な
ど
、
実
災
害
を
想
定
し
た
新
た
な

試
み
を
行
い
ま
し
た
。

ム
活
動
訓
練

　

救
護
所
の
開
設
、負
傷
者
の
応
急
救
護
、

ト
リ
ア
ー
ジ
、
県
外
の
医
療
拠
点
病
院
へ

の
重
篤
患
者
の
搬
送

5
在
日
米
軍
応
援
要
請
訓
練

　

在
日
米
軍
へ
の
応
援
要
請
、
在
日
米
軍

に
よ
る
消
防
、
医
療
救
護
、
負
傷
者
搬
送
、

応
援
物
資
搬
送
訓
練

Ⅰ
③  

八
都
県
市

　
　
 

合
同
防
災
訓
練

被災地内広域搬送拠点での治療

閉会式での並木内閣府大臣政務官あいさつ中層建物からの救出

Ⅰ
④ 

静
岡
県

　
　

 

総
合
防
災
訓
練
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震災工作車による瓦礫の排除、道路啓開

　

東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
を
想

定
し
、
10
月
19
日
（
日
）
に
、
メ
イ
ン
会

　

東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
発
電
所
３
号
機

に
お
け
る
原
子
力
災
害
の
発
生
を
想
定
し
、

10
月
21
日
（
火
）
か
ら
22
日
（
水
）
に
か
け

て
、
総
理
大
臣
官
邸
、
経
済
産
業
省
緊
急

時
対
応
セ
ン
タ
ー
、
福
島
県
原
子
力
災
害

対
策
セ
ン
タ
ー
（
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
）

等
に
お
い
て
、
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
訓
練
項
目
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

1 
緊
急
時
の
通
信
連
絡
、
情
報
収
集
・
伝

達
訓
練

2 

警
戒
段
階
に
お
け
る
緊
急
事
態
応
急
対

策
の
準
備
の
た
め
の
連
携
活
動
訓
練

3
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
訓
練

4
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
等
に
係
る
訓
練

5
緊
急
事
態
に
お
け
る
対
応
訓
練

6
広
報
訓
練

7
自
治
体
災
害
対
策
本
部
等
の
運
営
訓
練

8
事
故
拡
大
防
止
訓
練

応
訓
練

3
駿
河
区
会
場

　

住
宅
地
に
お
け
る
災
害
を
想
定
し
、
避

難
所
運
営
訓
練
、
自
主
防
災
組
織
や
中
高

生
に
よ
る
対
応
訓
練

4
清
水
区
会
場

　

海
上
か
ら
の
支
援
訓
練
、
海
上
保
安
庁

の
巡
視
船
及
び
各
防
災
関
係
機
関
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
利
用
し
た
広
域
患
者
搬
送
訓

練

閉会式での内閣府特命担当大臣（防災）あいさつ
（田口官房審議官代読）

海上漂流者の救助

第1回原子力災害対策本部会議（総理大臣官邸 4階大会議室）負傷者の搬送

場
の
宮
崎
港
（
宮
崎
市
）
を
中
心
と
し
て
、

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
訓
練
項
目
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

1
【
第
一
部
】
地
震
発
生
直
後
の
対
応
訓
練

　

津
波
情
報
の
伝
達
訓
練
、
住
民
の
避
難

訓
練
、
水
門
・
閘
（
こ
う
）
門
の
閉
鎖
訓

練
、
津
波
情
報
表
示
板
活
用
訓
練
、
現
地

対
策
拠
点
設
営
訓
練
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
設
営
訓
練

2
【
第
二
部
】
津
波
発
生
直
後
の
対
応
訓
練

　

被
害
情
報
の
収
集
・
伝
達
訓
練
、
道
路
・

港
湾
の
啓
開
訓
練
、
緊
急
物
資
の
輸
送
訓

練
、
被
災
者
の
救
助
・
救
急
訓
練
、
火
災

消
火
訓
練
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
訓
練
、

堤
防
・
道
路
の
応
急
復
旧
訓
練
、
津
波
浸

水
の
排
水
訓
練

Ⅱ 

大
規
模
津
波

　

 

防
災
総
合
訓
練

Ⅲ 

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
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TOPICS

2
トピックス

内
閣
府
で
は
平
成
20
年
度
防
災
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
防
災
功
労
者
（
団
体
、
個
人
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

今
回
、
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
「
こ
ど
も
防
災
大
学
」
と
防
災
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
黒
田
裕
子
さ
ん
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
、
火
災
の
時
の
避
難
方

法
や
1
泊
2
日
の
避
難
所
体
験
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
横
須
賀
市
は
自
主
防
災
組

織
の
結
成
率
が
95
％
を
超
え
る
な
ど
、
防
災

意
識
が
高
い
地
域
で
す
。
し
か
し
、
地
域
の

防
災
活
動
を
担
う
方
が
高
年
齢
化
し
、
次

世
代
の
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
頃
か
ら
防
災
意
識

を
強
く
持
つ
こ
と
で
、
将
来
、
地
域
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
す
る
の

は
北
消
防
署
管
内
に
あ
る
9
校
の
5
年
生
。

　

授
業
は
防
災
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
専
門
家
の
協
力
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
学
芸
員
の
授
業
で
は
、
過
去
の
文

献
か
ら
、
以
前
横
須
賀
市
で
ど
の
よ
う
な
災

害
が
起
き
た
か
、
ま
た
そ
こ
か
ら
の
教
訓
と
、

ど
う
備
え
る
の
か
、
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

米
海
軍
横
須
賀
基
地
の
消
防
隊
が
担
当

す
る
授
業
で
は
危
機
管
理
に
関
し
て
先
進
的

な
ア
メ
リ
カ
式
の
サ
バ
イ
バ
ル
訓
練
を
体
験
。

　

ま
た
、
避
難
所
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
協
力
で
、
食
料
の
配
給
は
本
物
の

炊
飯
車
両
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
総
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
防
災
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
、
技
術
を
向
上
さ
せ
、
警

戒
す
る
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
防
災
大
学
を
体
験

し
た
子
ど
も
は
修
了
証
を
交
付
さ
れ
、
防
災

博
士
と
し
て
、
学
校
内
の
防
災
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
級
生
な

ど
に
防
災
へ
の
意
識
を
伝
え
る
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
卒
業
し
た
子
ど

も
た
ち
は
3
0
0
名
を
超
え
ま
し
た
。

　

北
消
防
署
長
の
菊
田
重
治
さ
ん
は
「
こ
ど

も
防
災
大
学
を
実
施
し
て
今
年
で
7
年
目

を
迎
え
ま
す
。
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
職
員
が

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
努
力
が
認
め

　

平
成
20
年
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
た
の
が
神
奈
川
県
横
須
賀

市
北
消
防
署
が
開
校
し
て
い
る
「
こ
ど
も

防
災
大
学
」。
平
成
14
年
か
ら
、
毎
年
、
夏

休
み
や
土
曜
日
を
中
心
に
8
回
ほ
ど
の
カ
リ

平
成
20
年
防
災
功
労
者
活
動
報
告

ら
れ
て
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
将
来
の
担
い
手

と
な
る
子
ど
も
た
ち
に
地
域
防
災
に
つ
い
て

指
導
し
て
い
く
上
で
励
み
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
今
ま
で
は
北
消
防
署
だ
け
の
取
り
組
み

で
し
た
が
、
次
年
度
か
ら
横
須
賀
市
消
防

局
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
に
な
る
予
定
で

す
の
で
、
横
須
賀
市
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小
学
５
年
生
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。

防
災
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る

こ
ど
も
防
災
大
学
（
神
奈
川
県
）

災害時に貴重な飲料水を提供してくれる給水車を見学
（横須賀市立夏島小学校）

ホースによる消火活動を実体験
（米海軍横須賀基地統合消防隊）

24



　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
宝
塚
市
立
病

院
で
看
護
師
と
し
て
在
職
中
に
被
災
し
た
黒

田
裕
子
さ
ん
。
公
園
で
う
ず
く
ま
っ
て
い
る

老
人
な
ど
、
高
齢
者
た
ち
が
急
速
に
健
康
を

悪
化
さ
せ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
阪
神
高
齢
者
・
障
害
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
設
立
。
当
時
の
仮
設
住
宅
は
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
不
十
分
で
、
車
椅
子
の
方
が

舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道
を
進
ま
な
け
れ
ば
い

け
な
か
っ
た
り
、
視
覚
障
害
の
夫
婦
が
ゴ
ミ

を
捨
て
る
場
所
が
わ
か
ら
ず
、
さ
ま
よ
っ
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。

　

黒
田
さ
ん
た
ち
は
仮
設
住
宅
に
大
き
な
テ

ン
ト
を
設
置
し
、
泊
ま
り
込
み
、
24
時
間
体

制
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

 
「
4
年
3
カ
月
、
仮
設
住
宅
で
生
活
し
、

車
椅
子
の
方
や
目
の
不
自
由
な
方
、
高
齢
者

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
な
ど
と
接
し
て
、
病

院
以
外
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。
震
災
で
亡
く
な
っ
た
6
4
3
4
人

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
私
た
ち
の

役
割
。
避
難
所
、

仮
設
住
宅
、
復
興

公
営
住
宅
と
各

状
況
の
24
時
間
を

知
っ
て
い
る
私
だ
か

ら
で
き
る
要
援
護

者
の
支
援
を
し
た

い
ん
で
す
」

　

そ
う
話
す
黒
田

さ
ん
は
、
新
潟
県

中
越
地
震
や
能
登

半
島
地
震
な
ど
、

災
害
が
起
き
る
た

び
に
被
災
地
に
駆

け
つ
け
、
医
療
相

談
や
現
地
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支

援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
中
越
沖
地
震
で
は
、
聴
覚
障
害
の
あ

る
老
夫
婦
に
手
話
で
応
対
し
、
夫
婦
の
疲
労

と
ス
ト
レ
ス
を
や
わ
ら
げ
る
な
ど
、
被
災
者

の
心
の
ケ
ア
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
防
災
大
臣
表
彰
に
つ
い
て
「
今
回

の
受
賞
は
、
と
も
に
活
動
し
て
い
る
仲
間
や

支
援
し
て
く
れ
て
い
る
み
ん
な
に
与
え
ら
れ

た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
被
災
地
で
自

分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
が
い
た
か
ら
こ

そ
、
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。

そ
の
中
で
培
っ
た
経
験
を
次
に
つ
な
げ
ま
す
」

と
話
す
黒
田
さ
ん
。

　

現
在
は
、
神
戸
市
西
区
に
あ
る
「
伊
川
谷

工
房
・
あ
じ
さ
い
の
家
」
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
竹
細
工
な
ど
の
内
職
仕
事
を
提
供
。
喫
茶

店
代
わ
り
に
立
ち
寄
る
人
も
多
い
そ
う
。
こ

こ
を
拠
点
に
復
興
住
宅
に
移
っ
た
高
齢
者
・

障
害
者
へ
の
巡
回
訪
問
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
が
安
心
し

て
生
き
ら
れ
る
社
会
に
向
け
て
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

西神方第7仮設住宅で開催された運動会の様子

黒
田
裕
子 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

阪
神
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
（
兵
庫
県
）

新潟県吉田村で被災者の話を聞く黒田裕子さん（写真左）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の
支
援
に
活
躍
。

現
在
も
24
時
間
体
制
で
継
続
的
な
支
援
を
行
う

現在も続けている「デイサービス」の様子
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中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査会」は、甚大な人的被害が想定される荒川の洪水氾濫による死者数、
孤立者数等及び利根川左岸における1000 年に1度の発生確率の洪水による氾濫

（渡良瀬貯留型氾濫、古河・坂東沿川氾濫）に伴う死者数に関する被害想定をとりまとめました。

荒川の洪水氾濫時の死者数・孤立者数等の
公表について

防災の動き
このページでは、内閣府（防災担当）や防災に関係する

府省庁からのお知らせや、公共団体・企業・NPOの
防災活動などをお届けします。

人
か
ら
約
4
5
0
0
人
へ
と
2.
1
倍
に
な

り
ま
す
。

ⓑ
排
水
施
設
が
全
て
稼
動
す
る
ケ
ー
ス

浸
水
面
積
は
1.
3
倍
、
浸
水
区
域
内
人
口
は

1.
4
倍
に
な
り
ま
す
が
、
死
者
数
は
約
5
0
0

人
か
ら
約
1
1
0
0
人
へ
と
2.
2
倍
に
な
り

ま
す
。

【
孤
立
者
数
】

　

2
0
0
年
に
1
度
の
発
生
確
率
の
洪
水
に
よ

り
、
東
京
都
北
区
志
茂
地
先
で
堤
防
が
決
壊
し
、

警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
が
関
東
地
方
に
有
す
る
全

て
の
ボ
ー
ト
数
に
相
当
す
る
ボ
ー
ト
を
用
い
て
救

助
活
動
を
実
施
（
注
４
）
し
た
場
合
、
避
難
率
が

40
％
の
時
に
は

ⓐ
排
水
施
設
が
稼
動
し
な
い
ケ
ー
ス

孤
立
者
は
堤
防
の
決
壊
か
ら
1
日
（
24
時
間
）

後
に
約
51
万
人
と
な
り
ま
す
が
、
7
日
後
に
救

助
を
完
了
。

ⓑ
排
水
施
設
が
全
て
稼
動
す
る
ケ
ー
ス

孤
立
者
は
堤
防
の
決
壊
か
ら
1
日
（
24
時
間
）

後
に
約
49
万
人
と
な
り
ま
す
が
、
4
日
後
に

救
助
を
完
了
。

【
死
者
数
】

　

群
馬
県
千
代
田
町
舞
木
地
先
で
堤
防
が
決
壊

し
、
2
0
0
年
に
1
度
の
発
生
確
率
の
洪
水
量

（
注
５
）
の
2
割
増
の
洪
水
量
（
約
1
0
0
0

年
に
1
度
の
発
生
確
率
）（
注
６
）
に
な
っ
た
場

合
の
死
者
数
は
、
避
難
率
が
40
%
の
時
に
は
、

ⓐ
排
水
施
設
が
稼
動
し
な
い
ケ
ー
ス

浸
水
面
積
、
浸
水
区
域
内
人
口
と
も
に
1.
1

倍
に
な
り
ま
す
が
、
死
者
数
は
約
3
7
0
0

人
か
ら
約
1
1
0
0
0
人
へ
と
3.
0
倍
に

な
り
ま
す
。

ⓑ
排
水
施
設
が
全
て
稼
動
す
る
ケ
ー
ス

浸
水
面
積
、
浸
水
区
域
内
人
口
と
も
に
1.
1

倍
に
な
り
ま
す
が
、
死
者
数
は
約
3
1
0
0

人
か
ら
約
9
0
0
0
人
へ
と
2.
9
倍
に
な

り
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　

今
後
、
大
規
模
水
害
発
生
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
支
障
等
の
想
定
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
被
害

を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
避
難
率
の
向
上
策
や
広
域

避
難
体
制
、
孤
立
者
の
救
助
体
制
等
の
検
討
を

行
う
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
左
の
U
R
L
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

注
１
‥
避
難
率
40
％
の
数
値
を
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、
そ

の
数
値
が
ど
こ
で
も
代
表
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
く
、
避
難
率
は
、
水
害
の
切
迫

性
を
伝
え
る
各
種
情
報
の
内
容
や
提
供
時
期
、
避

難
勧
告
等
の
時
期
や
伝
達
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
整
備
や
避
難
訓
練
の
実
施
等
の
普
段
か
ら
の

備
え
の
状
況
等
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
動
し
う
る
。

注
２
‥
流
域
平
均
雨
量
約
5
5
0
㎜
／
3
日
、
洪
水
流

量
約
1
4
0
0
0
3
m
／
s

（
岩
淵
水
門
（
上
）
水
位
観
測
所
）

注
３
‥
流
域
平
均
雨
量
約
6
8
0
㎜
／
3
日
、
洪
水
流

量
約
1
8
0
0
0
3
m
／
s

（
岩
淵
水
門
（
上
）
水
位
観
測
所
）

注
４
‥
約
1
9
0
0
艇
の
ボ
ー
ト
に
よ
り
、
1
日
あ
た

り
12
時
間
救
助
活
動
を
実
施

注
５
‥
流
域
平
均
雨
量
約
3
2
0
㎜
／
3
日
、
洪
水
流

量
約
2
2
0
0
0
3
m
／
s

（
伊
勢
崎
市
八
斗
島
観
測
所
）

注
６
‥
流
域
平
均
雨
量
約
3
9
0
㎜
／
3
日
、
洪
水
流

量
約
2
6
0
0
0
3
m
／
s

Flood

ア
ク
セ
ス

h
ttp

://w
w
w
.b
o
u
s
a
i.g

o
.jp

/jis
h
in
/

chu
b
o
u
/suig

a
i/in

d
e
x.h

tm
l

被
害
想
定
結
果
（
荒
川
）

【
浸
水
継
続
時
間
】

　

2
0
0
年
に
1
度
の
発
生
確
率
の
洪
水
に
よ

り
、
埼
玉
県
川
口
市
河
原
町
地
先
で
堤
防
が
決
壊

し
た
場
合
、

ⓐ 

排
水
施
設
が
稼
動
し
な
い
ケ
ー
ス

堤
防
決
壊
か
ら
1
日
（
24
時
間
）
後
に
約

1
1
6
万
人
の
居
住
地
域
（
約
1
3
0
km2

）

が
浸
水
し
、
1
週
間
後
に
は
約
95
万
人
の
移

住
地
域
（
約
1
0
0
km2
）
ま
で
縮
小
し
ま
す
が
、

そ
の
後
も
浸
水
が
継
続
し
ま
す
。

ⓑ
排
水
施
設
が
全
て
稼
動
す
る
ケ
ー
ス

堤
防
決
壊
か
ら
1
日
（
24
時
間
）
後
に
約

1
0
6
万
人
の
居
住
地
域
（
約
1
2
0
km2

）

が
浸
水
し
、
浸
水
地
域
の
排
水
が
完
了
す
る
ま

で
に
約
5
日
か
か
り
ま
す
。

【
死
者
数
】

（
堤
防
決
壊
地
点
別
の
比
較
）

　

2
0
0
年
に
1
度
の
発
生
確
率
の
洪
水
に
よ

る
死
者
数
は
、
東
京
都
墨
田
区
墨
田
地
先
で
堤
防

が
決
壊
し
た
場
合
に
最
大
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

避
難
率
が
40
%
（
注
１
）
の
時
に
は
、

ⓐ
排
水
施
設
が
稼
動
し
な
い
ケ
ー
ス

死
者
数
は
約
2
1
0
0
人
。

ⓑ
排
水
施
設
が
全
て
稼
動
す
る
ケ
ー
ス

死
者
数
は
約
5
0
0
人
。

（
洪
水
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
場
合
の
影
響
）

　

東
京
都
墨
田
区
墨
田
地
先
で
堤
防
が
決
壊
し
、

2
0
0
年
に
1
度
の
発
生
確
率
の
洪
水
量
（
注

２
）
の
3
割
増
の
洪
水
量
（
約
1
0
0
0
年
に

1
度
の
発
生
確
率
）（
注
３
）
に
な
っ
た
場
合
の

死
者
数
は
、
避
難
率
が
40
%
の
時
に
は
、

ⓐ
排
水
施
設
が
稼
動
し
な
い
ケ
ー
ス

浸
水
面
積
、
浸
水
区
域
内
人
口
と
も
に
1.
1

倍
に
な
り
ま
す
が
、
死
者
数
は
約
2
1
0
0

被
害
想
定
結
果
（
利
根
川
）
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図　各類型区分別の死者数（ケース１：排水施設が稼働しないケース）

ポンプ運転：無　燃料補給：無　水門操作：無　ポンプ車：無　1／200年

死者：約1,100人

②－１荒川左岸低地氾濫
（中川・綾瀬川満杯） 
死者数（避難率 40%）　

死者：約1,200人

④－１荒川右岸低地氾濫
（隅田川・神田川・日本橋川満杯）

死者数（避難率 40%）

死者：約2,100人

⑤江東デルタ貯留型氾濫
死者数（避難率 40%）

②－１荒川左岸低地氾濫
（中川・綾瀬川満杯） 

④－１荒川右岸低地氾濫
（隅田川・神田川・日本橋川満杯）

⑤江東デルタ貯留型氾濫

想定堤防決壊箇所
1mm 以上～ 0.5m未満

0.5m以上～1.0m未満

1.0m以上～ 2.0m未満

2.0m以上～ 5.0m未満

5.0mm以上～

浸水深

死者 50人以上

死者 10人以上 50人未満

死者 5人以上10人未満

死者 1人以上 5人未満

死者 1人未満

死者なし
（浸水は残存しているが、死者
はないと見込まれる地域）

河川

JR

死者数（500mメッシュ換算）
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2008 年11月12日～14日、インドネシア共和国のバリ島にて、
『アジア防災会議 2008』が開催され、日本政府からは、

並木正芳内閣府大臣政務官や田尻直人内閣府災害予防担当参事官などが出席しました。

『アジア防災会議 2008』

Ｐ
活
動
の
支
援
な
ど
に
お
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
が

具
体
的
な
形
で
ア
ジ
ア
各
国
の
支
援
を
展
開
し
て

い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
議
１
日
目
の
午
後
は
、
最
近
の
巨
大
災
害
報

告
と
し
て
、
本
年
5
月
に
発
生
し
ミ
ャ
ン
マ
ー
南

西
部
の
エ
ー
ヤ
ワ
デ
ィ
管
区
を
中
心
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
サ
イ
ク
ロ
ン
「
ナ
ル
ギ
ス
」
と
、

同
月
12
日
に
発
生
し
た
中
国
四
川
省
大
地
震
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ミ
ャ
ン
マ
ー
社
会
福
祉
省
ミ
ン
・

テ
イ
ン
課
長
及
び
中
国
清
華
大
学
袁
昕
計
画
設

計
院
副
院
長
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
２
日
目
お
よ
び
３
日
目
に
は
「
兵
庫
行
動

枠
組
」
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
ア
ジ
ア
防

災
セ
ン
タ
ー
各
メ
ン
バ
ー
国
の
実
施
状
況
の
報
告

及
び
今
後
の
推
進
に
役
立
つ
ア
イ
デ
ア
や
手
法
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
ま
た
各
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
会
場
と
の
間
で
活
発
な
議
論
が
展

Conference

　
「
ア
ジ
ア
防
災
会
議
２
０
０
８
」
は
、
わ
が
国

と
ホ
ス
ト
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
を
は
じ

め
、
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
、
国
連
国
際
防
災
戦

略
事
務
局
（
Ｕ
Ｎ
／
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
が
主
催
し
、
ア

ジ
ア
地
域
を
中
心
に
合
計
24
カ
国
及
び
14
の
機

関
・
国
際
機
関
他
か
ら
関
係
者
1
0
6
名
が
参

加
し
、
11
月
12
日
〜
14
日
の
３
日
間
バ
リ
島
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
は
、
２
０
０
５
年
１

月
に
兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
国
連
防
災

世
界
会
議
に
お
い
て
２
０
１
５
年
ま
で
の
各
国
の

防
災
施
策
の
指
針
と
し
て
採
択
さ
れ
た
「
兵
庫
行

動
枠
組
（
Ｈ
Ｆ
Ａ
）」
の
推
進
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ア
ジ

ア
防
災
セ
ン
タ
ー
メ
ン
バ
ー
国
の
防
災
担
当
実
務

者
が
一
堂
に
会
し
、
各
国
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

Ｈ
Ｆ
Ａ
の
取
組
状
況
の
報
告
と
、
今
後
の
実
施
方

策
に
つ
い
て
熱
心
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
は
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
が
設

立
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
同

セ
ン
タ
ー
の
活
動
成
果
の
報
告
と
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
の
検
討
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
初
日
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
ク

ス
マ
ヤ
ン
ト
・
カ
デ
ィ
マ
ン
研
究
・
技
術
担
当
国

務
大
臣
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
日
本
の
並
木
正

芳
内
閣
府
大
臣
政
務
官
よ
り
主
催
者
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
並
木
政
務
官
は
そ
の
中
で
、
日
本
で

は
防
災
は
内
閣
の
最
も
重
要
な
政
策
の
一
つ
で
あ

り
、
緊
急
対
応
時
の
み
な
ら
ず
平
常
時
か
ら
災
害

に
強
い
国
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
各
国
は

国
際
機
関
の
枠
組
み
な
ど
も
活
用
し
て
情
報
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
つ
つ
効
果
的
に
防
災
能
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
の
鈴

木
所
長
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、「
兵
庫
行

動
枠
組
」
の
５
つ
の
優
先
す
べ
き
行
動
、
例
え
ば

防
災
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
、
Ｉ
Ｒ

会議の様子

並木内閣府大臣政務官による主催者挨拶
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開
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
か
ら
は
、
河
内
紳
吾
国

際
防
災
協
力
専
門
官
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
防

災
の
取
組
に
つ
い
て
最
新
の
事
例
を
交
え
な
が
ら

発
表
し
、
各
国
の
参
加
者
か
ら
ぜ
ひ
日
本
の
取
組

を
手
本
と
し
て
い
き
た
い
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。

　

今
会
議
に
よ
り
、
国
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
に

お
け
る
「
兵
庫
行
動
枠
組
」
の
実
施
に
着
実
な

進
捗
が
確
認
さ
れ
た
一
方
で
、
災
害
に
強
い
国
・

アジア防災会議2008の参加者

カディマン大臣と並木内閣府大臣政務官の会談

インドネシアのカディマン大臣と会談

今会議の開催に先立ち、12日の午前、主

催国である我が国の並木内閣府大臣政務

官、インドネシア共和国のクスマヤント・

カディマン研究・技術担当国務大臣との

間で会談が行われました。本会談ではカ

ディマン大臣から、2004年のインド洋津

波災害の経験を踏まえインドネシア政府

が整備し、11月11日に運用を開始した

津波早期警戒システムについて、本シス

テム運用に至るまでの我が国の支援に対

して感謝が示され、さらに両国における

防災の取組や予防文化の普及啓発等につ

いての意見交換が行われました。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
い
う
「
兵
庫
行
動
枠
組
」

の
目
標
を
さ
ら
に
確
実
に
実
現
す
る
に
は
、
制
度

基
盤
の
拡
充
、
応
急
対
応
の
た
め
の
事
前
準
備

の
一
層
の
強
化
な
ど
の
取
組
が
重
要
と
の
会
議
サ

マ
リ
ー
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン

タ
ー
の
鈴
木
所
長
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
ス
ゲ
ン
・
ト
リ
ウ

ト
モ
国
家
防
災
庁
第
一
局
長
よ
り
閉
会
の
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
３
日
間
の
会
議
は
成
功
裡
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

29



　

前
回
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
伊
勢
湾
台

風
災
害
は
高
潮
に
よ
っ
て
被
害
が
激
甚
化

し
、
愛
知
・
三
重
両
県
に
4
3
0
0
人
近

い
犠
牲
者
を
出
す
歴
史
的
大
災
害
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
高
潮
災
害
の
場
合
、

被
災
地
域
は
沿
岸
域
に
限
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
こ
か
ら
避
難
さ
え
で
き
れ
ば
人
的

被
害
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

事
実
、
図
│

1
に
示
し
ま
す
伊
勢
湾
に
面
し

た
三
重
県
楠
町
（
当
時
）
は
、
町
内
の
大

半
が
浸
水
し
な
が
ら
（
図
│

2
、写
真
│

1
）、

1
人
の
犠
牲
者
も
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
同
じ
三
重
県
の
木
曽
岬
村

は
、
湾
奥
部
の
干
拓
地
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
村
民
の
1
割
を
超
え
る

3
2
8
人
に
及
ぶ
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
違
い
は
適
切
な
避
難
の
有
無

に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
回
は
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
を

住
民
避
難
の
観
点
か
ら
分
析
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
の
気
象
台
な
ど
か
ら

の
警
報
や
台
風
情
報
の
住
民
へ
の
伝
達

ル
ー
ト
は
、
①
電
電
公
社
（
現
N
T
T
）、

②
行
政
機
関
お
よ
び
③
N
H
K
等
の
放
送

の
3
ル
ー
ト
で
し
た
。
①
お
よ
び
②
の
ル
ー

ト
で
は
、
市
町
村
を
介
す
る
た
め
に
そ
こ

の
判
断
・
対
応
に
よ
っ
て
住
民
へ
の
伝
達

内
容
・
時
間
に
差
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
の
③
の
ル
ー
ト
に
よ

る
報
道
は
、
そ
れ
ま
で
の
被
害
状
況
伝
達

目
的
の
〝
被
害
報
道
〞
か
ら
台
風
情
報
伝

達
目
的
の
〝
防
災
報
道
〞
に
転
換
し
た
最

初
の
も
の
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
停

電
の
た
め
に
折
角
の
〝
防
災
報
道
〞
も
多

く
の
住
民
に
は
届
か
ず
（
当
時
の
電
池
式

ラ
ジ
オ
の
普
及
率
は
名
古
屋
市
で
21
％
）、

避
難
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

た
め
、
生
死
を
分
け
た
台
風
情
報
が
必
ず

し
も
適
時
適
確
に
は
伝
わ
ら
ず
、
人
的
被

害
を
大
き
く
し
た
と
言
え
ま
す
。

　

表
│

1
は
、
②
の
行
政
機
関
ル
ー
ト
に
よ

る
伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
の
各
市
区
町
村
か

上陸時中心気圧 〉〉〉929.5hPa

高潮 〉〉〉3.55m（名古屋港）

死者・行方不明者 〉〉〉5,098人

住家全壊 〉〉〉40,838 棟

半壊 〉〉〉113,052 棟

伊勢湾台風 PROFILE

昭
和
34
年
、
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風
。

台
風
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
と
し
て
は
明
治
以
降
最
多
と
な
る
5
0
9
8
人
に
及
ぶ

大
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も

適
切
な
避
難
に
よ
っ
て
犠
牲
者
を
ゼ
ロ
に
し
た
り
、

大
幅
に
軽
減
で
き
た
市
町
村
も
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
避
難
が
行
わ
れ
た
の
か
を
報
告
し
ま
す
。

過
去
の
被
災
体
験
と
そ
の
受
け
止
め
方
の

差
が
避
難
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

過 去 の
災 害 に
学 ぶ ●21

伊勢湾台風2
そ の

1959年9月26日

文：安田孝志（岐阜大学工学研究科環境エネルギーシステム専攻エネルギーシステム講座教授）
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ら
の
避
難
命
令
発
令
時
刻
を
示
し
た
も
の

で
す
。
気
象
台
か
ら
の
高
潮
警
報
は
名
古

屋
港
で
の
潮
位
が
最
高
位
に
達
し
た
26
日

21
時
35
分
の
約
10
時
間
前
の
11
時
15
分
に

発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
区
町
村
に

よ
っ
て
そ
れ
へ
の
対
応
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
早
い
所
で
は

13
時
に
避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
な
い
ま
ま

被
災
し
た
所
も
あ
り
ま
す
。
特
徴
的
な
点

は
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
の
6
年
前
の

1
9
5
3
年
に
13
号
台
風
に
よ
っ
て
大
き

な
被
害
が
発
生
し
た
知
多
半
島
か
ら
三
河

湾
に
か
け
て
の
碧
南
、
美
浜
、
武
豊
、
内

海
の
市
町
村
で
は
発
令
が
早
く
、
こ
れ
ら

4
市
町
村
全
体
で
の
犠
牲
者
も
26
名
に
留

ま
っ
た
の
に
対
し
、
13
号
台
風
に
よ
る
被

害
が
比
較
的
軽
か
っ
た
伊
勢
湾
奥
部
の
市

区
町
村
で
は
発
令
が
遅
か
っ
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
特
に
、
1
6
0
0
年
以
降
の
干

拓
に
よ
っ
て
陸
地
化
さ
れ
た
長
島
町
な
ど

で
の
避
難
命
令
の
発
令
が
19
時
を
過
ぎ
て

い
た
こ
と
は
致
命
的
で
し
た
。
発
令
さ
れ

た
時
は
既
に
停
電
の
た
め
に
真
暗
闇
の
暴

風
雨
と
な
っ
て
お
り
、
長
島
町
で
は

3
8
1
人
の
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

被
災
経
験
と
そ
の
受
け
止
め
方
の
差
が

避
難
行
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と

言
え
ま
す
。
何
故
、
危
険
度
の
高
い
湾
奥

部
で
過
小
評
価
し
、
避
難
が
遅
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
？　

そ
の
理
由
を
「
体
験
伊
勢

湾
台
風
―
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
―
」
の

中
で
の
W
氏
の
発
言
「
伊
勢
湾
台
風
の
時

の
反
省
の
一
つ
に
、
予
報
が
ラ
ジ
オ
で
流
れ

た
の
が
、「
昭
和
28
年
の
13
号
台
風
に
、
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
大
型
台
風
だ
」
と
い
う

放
送
の
、
一
点
張
り
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
早
く
停
電
し
て
、
唯
一
の
頼
り
は
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
同
じ
文
句
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
伊
勢
湾
の
奥
で
は
、
13

号
台
風
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
そ
の
頭
が
あ
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

油
断
し
た
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

避
難
を
遅
く
し
た
り
、
被
害
を
大
き
く
し

た
原
因
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
か
ら
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
に
13
号
台

風
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
三
重
県
楠
町

の
場
合
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
犠
牲
者
は

ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
の
違
い
と
し
て
、
当
時

助
役
だ
っ
た
中
川
薫
氏
の
存
在
、
町
民
の

水
防
意
識
の
高
さ
と
水
防
を
最
重
要
施
策

の
1
つ
と
す
る
町
政
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
、
気
象
台
か
ら
の
情
報

に
加
え
た
自
前
の
気
象
測
器
に
よ
る
現
況

把
握
と
そ
れ
に
基
づ
く
26
日
午
前
9
時
の

町
議
会
招
集
に
よ
る
水
防
態
勢
と
避
難
措

置
の
協
議
、
町
人
口
の
1
／
4
近
い

2
5
0
0
人
の
水
防
団
・
消
防
団
の
待
機

出
動
の
指
示
、
午
後
3
時
の
避
難
命
令
の

発
令
と
水
防
団
に
よ
る
伝
達
・
誘
導
な
ど

の
迅
速
な
対
応
を
可
能
と
し
、
犠
牲
者
ゼ

ロ
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

楠
町
の
例
を
貴
重
な
教
訓
と
し
て
継
承

し
、
予
想
さ
れ
る
地
球
温
暖
化
に
よ
る
台

風
強
大
化
対
策
等
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

写真 -1　伊勢湾台風による楠町の被災状況 図 -2　伊勢湾台風による楠町の浸水状況
（楠町史、1978）

図 -1　伊勢湾と市町村（当時）の位置

避難命令発令時刻

 15：00

 16：30

 13：00

 16：05

 15：00

 20：10

 21：00

 19：00

 18：50

 （20：00）警

 （19：30）消

 （20：30）警

（21：00）水防署

 （16：00）警

 （19：00）消

行政区名

楠

碧南

美浜

武豊

内海

鈴鹿

西尾

刈谷

師崎

川越

名古屋市港区

東浦

名古屋市南区

桑名

半田

長島

常滑

知多

横須賀

蟹江

豊浜

十四山

弥富

飛島

上野

木曽岬

四日市

表 -1　伊勢湾台風時の各市
区町村の避難命令発令時刻

※1： （　）警は警察から直接発
令されたことを示す。

※2： 空白は記録に残る発令はな
かったことを示す。
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地震、津波、風水害……さまざまな災害を実際に体験した方に、
「もし、一日前に戻れたら何をしますか？」と訊ねたのが、「一日前プロジェクト」。被災者の声は、

私たちにいろいろなことを教えてくれます。今月のテーマは『昭和南海地震（昭和21年12月21日）』です。

私たち（被災者）から皆さんに伝えたいこと

http://www.bousai.go.jp/km/imp/
被災者の実体験を聞くことができる『一日前プロジェクト』は左記HPでも見ることがで

きます。家庭はもちろん、地域や職場など、さまざまな話が掲載されていますので、企業

の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

ものすごく家が揺れてね。2階に寝よった

から階段をはうようにして降りて、隣の空き地

へ行ったのよ。で、いったん揺れがおさまって

から、このままではいかん、こういう格好では

何もできないと、服を着替えに2階へ上がっ

ていった。そしたら、隣のおばさんが「井戸

の水が引いたぞー、津波が来るぞー」言うて、

どなっとるんよ。

すぐに逃げなきゃいけないのに、そのころ

はまったく津波や地震の知識がなくてね。津

波が来る、こら面白いなということで、海の

見える土手まで見に行ったんです。すると、水

がドーっと上がってきとる。これはいかんわと、

あわてて家へ帰りました。

家では、84歳のおばあさんが寝ていたの

ですが、布団のそばまで津波の潮が来ていま

した。それからアッという間に部屋の畳が浮

き出したんです。

水はもう腰ぐらい。私は、「おばあさんを死

なせちゃならない」と背負って、藻やらが浮く

水の中をかき分け、かき分け、150ｍぐらい

先の山の中腹に住む知人宅へかつぎ込みま

した。気がつけば、浴衣1枚でしょう。寒う

てねえ。枯れ枝を集めてきて、さあ火をつけよ

う思うて、マッチをなんぼすっても火がつかん

のじゃ、手が震えて。

おばあさんを背負って山の中腹へ
－津波を見に行って、危機一髪－

（徳島県海部郡　80 代　男性）

津波で流されている間は、家族のことは頭

に全然なかった。ちょっと薄情なぐらいに。自

分が生きよう生きようという気持ちでいっぱい

でしたね。

潮も引いて、足も立つようになって、「あ、そ

うだ、お父さんやお母さんたちはどこまで流さ

れたんだろう」と思いました。「早う探しに行か

ないかんなあ」と思っていたときに、私が敷居

につかまっていたその家の中から話し声が聞こ

えてきたんです。

「誰かいるん、誰かおるーん？」と2回ほど

聞いたら、「おるぞー」という声がしました。お

父さんでした。お母さんも姉も中にいて、親

子4人が、「命拾いしたなあ」と、肩を寄せて、

もう泣くばかりに、喜びました。

だけど、津波って、2回、3回と来ると聞い

ていたので、「早う逃げないかん」言うて、母は

足にケガをして血を流していましたが、姉と私

が両方から支えて、みんなで裏山の方に逃げ

ました。

途中、2人ほど、女の人が亡くなっていまし

た。ハッとしました。でも、私はどうすること

もできんしね。後ろ髪を引かれる思いで山の

すそまで来ると、第2波の津波が押し寄せて

きました。

津波の第2波が来る前に逃げた

（徳島県海部郡　70 代　女性）

津波の高さは、最高のときで、畳から上へ

80cm。土間へ立ったら120cm、外へ出たら

150cmぐらいありました。

とにかく、逃げるときは、ハダシでは絶対

にだめなんですよ。それに、津波はすぐにやっ

て来ますからね。いつでもさっと履けるように、

身近なところにハキモノを置いておかないか

んのです。

ヒモ靴は履くのに時間がかかるし、つっか

けはすぐに外れるからね。普通のビーチサン

ダルみたいな、足の指でぎゅっとしめられるや

つなら水の中でも脱げないからね。私はそれ

を使いました。

私はずっと、この地域の集落に関する記

録を調べているんですが、安政南海地震（1854

年）で、大津波が起きたときの様子が書かれ

ている帳面（東
ひがしゆき

由岐）当
とうやちょう

屋帳※を見つけたん

です。そこには、「うろたえて、ナべ、カマを

運ぶ者あり、役にも立たぬモノを持ち、大事

な金銀を忘れて逃げる者もあり」と書いてあ

りました。

その最後に、「この時 強欲な人みな流れ、

欲を捨てた人逃げおおせたり」という文章が

あります。昔から、「津波が来たらとにかく逃

げること」「命が一番大事なんだ」と言われて

いたわけですよね。

とにかく逃げるが勝ち
－強欲な人みな流れ、

欲を捨てた人逃げおおせたり－  
（徳島県海部郡　80 代　男性）

もし、1日前に戻 れたら…

※ 「東由岐 (ひがしゆき)当屋帳 (とうやちょう)」とは、寛政
元年 (1789) 以降の徳島県東由岐浦の祭礼を中心とし、地域
の行事や異変などを詳しく記録したもの。お役人が書いたも
のでなく、すべて地域の住民によるもので、庶民の生活を知
ることのできる貴重な史料となっています。

東由岐当屋帳
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あ
な
た
の
疑
問
に
答
え
ま
す
！

防
災
、
災
害
に
関
す
る
疑
問
・
質
問
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
ま
で
、
は
が

き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
家
が
、
て
い
ね
い
に
お
答
え
し
ま
す
。

〒
1
0
0-

8
9
6
9 

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
1-

2-  
2

中
央
合
同
庁
舎
5
号
館
3
階

内
閣
府
（
防
災
担
当
）　

防
災
Q
&
A
係 

ま
で

０
３-

３
５
８
１-

８
９
３
３
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

info@
kouhou-bousai.jp

　

家
庭
に
よ
っ
て
生
活
ス
タ

イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
こ
で
、

普
段
の
生
活
を
考
え
な
が

ら
、
災
害
時
に
困
る
こ
と
を

家
族
で
話
し
合
え
ば
、「
必
要
な
こ
と
」
が

見
え
て
き
ま
す
。
わ
が
家
で
は
、「
家
族
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
っ
て
紙
に
プ
リ
ン
ト
し
、

家
族
全
員
が
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

1 

非
常
時
の
連
絡
方
法

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
、
携
帯
電
話
、
ド
ア

に
張
り
紙
、
県
外
の
知
人
・
親
戚

　

災
害
時
は
い
っ
た
ん
自
宅
に
戻
る
こ
と

が
想
定
で
き
る
の
で
、
自
宅
の
ド
ア
に
張
り

紙
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被

災
地
は
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
の
で
、
県

外
の
人
を
中
継
し
て
連
絡
を
取
り
ま
す
。

2 

避
難
場
所
の
ル
ー
ト

指
定
の
避
難
場
所
、
2
次
避
難
場
所
、
各

避
難
場
所
へ
の
具
体
的
な
ル
ー
ト

　

ど
の
道
を
通
っ
て
避
難
場
所
へ
向
か
う

の
か
を
具
体
的
に
記
し
て
い
ま
す
。
理
由

は
、
災
害
時
に
お
互
い
を
探
す
と
き
、
行

き
違
い
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

3 

地
震
直
後
の
家
族
の
分
担

家
の
中

：

ま
ず
身
を
守
る
体
勢
を
と
り
、

落
下
物
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

外
へ
出
る
と
き

：

夫
は
大
き
い
非
常
用
持

ち
出
し
袋
と
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
、
私

　

災
害
で
必
要
な
も
の
は
、
時
系
列
で
考

え
て
い
く
と
合
理
的
で
す
。
荷
物
や
決
め

ご
と
が
足
か
せ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
ず

は
、
生
命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。
長
期
的
な
避
難
所
生

活
に
必
要
な
も
の
は
、
後
か
ら
自
宅
に
取

り
に
行
く
こ
と
も
可
能
。
ま
た
、
身
近
な

も
の
の
災
害
時
に
有
効
な
使
い
方
を
、
家

族
で
話
し
合
う
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
携
帯
電
話
は
、
通
信
手
段
の
ほ
か
、

情
報
を
得
る
ラ
ジ
オ
、
液
晶
画
面
は
ラ
イ

ト
、
着
信
音
は
笛
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。

気
楽
で
い
ら
れ
る
平
常
時
に
、
こ
の
よ
う

な
話
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
●
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、

女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の

著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文
部
科
学
省
な
ど

多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

危
機
管
理
教
育
研
究
所

危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
信
江

は
子
ど
も
の
保
護
と
貴
重
品
、
母
は
自
分

用
の
持
ち
出
し
袋
と
家
の
戸
締
ま
り

4 

誰
か
が
下
敷
き
に
な
っ
た
ら

近
所
の
人
、
近
く
を
歩
い
て
い
る
人
、
町

の
消
防
団
、
避
難
所
に
い
る
人

　

こ
れ
は
、
助
け
を
求
め
る
順
番
の
こ
と
。

具
体
的
に
決
め
な
い
と
、い
ざ
と
い
う
と
き
、

災害に備えて
家族で決めておくことは?

 防災

Q＆A

子
ど
も
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

5 

家
を
離
れ
る
と
き
に
す
る
こ
と

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
、
火
元
の
確
認
と

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
、
戸
や
窓
の
カ
ギ
を

締
め
る
、
避
難
先
を
ド
ア
や
外
壁
に
張
る

　

そ
の
ほ
か
、
日
頃
か
ば
ん
の
中
に
常
備

し
て
お
く
も
の
、
ス
ー
パ
ー
や
塾
な
ど
家
族

ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
よ
く
「
個
人
情

報
な
の
に
、
落
と
し
た
ら
ど
う
す
る
の
で

す
か
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
が
、
通
帳
や
カ
ー

ド
、
印
鑑
さ
え
紛
失
し
な
け
れ
ば
、
大
き

な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
時
、
証
書

類
が
焼
失
し
て
も
、
リ
ス
ト
が
あ
れ
ば
後

の
対
応
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

が
よ
く
出
か
け
る
所
か
ら
の
避
難
場
所
な

ど
も
決
め
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
と
夫
は
貴
重
品
リ
ス
ト
も
持

ち
歩
い
て
い
ま
す
。
銀
行
・
保
険
・
印
鑑
や

家
の
証
書
な
ど
、
女
性
で
な
い
と
把
握
で

き
な
い
書
類
は
意
外
に
多
い
も
の
。そ
こ
で
、

口
座
番
号
や
印
鑑
の
種
類
な
ど
を
紙
に
リ
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私
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て

い
な
い
。
兵
庫
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
が
、

震
災
が
起
き
た
１
９
９
５
年
は
ま
だ
東
京

の
大
学
に
通
っ
て
い
た
。
だ
が
、取
材
で「
神

戸
新
聞
で
す
が
…
…
」
と
切
り
出
す
と
、「
震

災
の
と
き
は
大
変
で
し
た
ね
」
と
言
わ
れ
、

戸
惑
う
こ
と
が
あ
る
。
災
害
や
防
災
に
ま

つ
わ
る
取
材
で
は
な
お
の
こ
と
だ
。

記
者
１
年
目
。
初
め
て
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
起
き
た
１
月
17
日
の
神
戸
を
経

験
し
た
。
神
戸
市
灘
区
六
甲
道
駅
西
地
区

の
犠
牲
者
追
悼
式

だ
っ
た
。
神
戸
の
中

心
地
「
三
宮
」
か
ら

Ｊ
Ｒ
で
２
駅
。
震
災

前
、
４
９
４
世
帯
、

１
０
９
８
人
が
暮
ら

す
住
宅
街
だ
っ
た
。

震
度
７
の
激
震
に
襲
わ
れ
、
地
域
の
約
７

割
の
建
物
が
全
半
壊
。
多
く
の
人
が
倒
れ

た
家
の
下
敷
き
に
な
り
、
12
歳
か
ら
89
歳

ま
で
61
人
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
震
災
後
の

土
地
区
画
整
理
で
多
く
の
人
が
自
分
の
土

地
を
離
れ
て
い
た
た
め
、
６
年
後
に
よ
う

や
く
、
地
域
の
人
た
ち
が
自
ら
の
手
で
犠

牲
者
を
と
む
ら
う
式
典
を
開
い
た
。

午
前
４
時
半
ご
ろ
。
ま
だ
家
が
ま
ば
ら

な
地
域
の
一
角
の
空
き
地
に
着
い
た
。
ド
ラ

ム
缶
に
ま
き
を
く
べ
て
暖
を
取
り
な
が
ら
、

地
震
が
起
き
た
５
時
46
分
を
待
つ
人
た
ち

が
い
た
。
家
族
や
友
人
を
亡
く
し
、
家
を

奪
わ
れ
た
人
た
ち
だ
っ
た
。
取
材
で
話
を

聞
く
の
は
当
た
り
前
な
の
だ
が
、
い
た
た

ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
、
声
を
掛
け
て

い
い
も
の
か
た
め
ら
っ
た
。
思
い
切
っ
て
、

近
く
に
い
た
若
い
男
性
に
話
し
掛
け
た
。

「
あ
の
日
の
こ
と
は
し
ゃ
べ
り
た
く
な
い
」

夜
明
け
前
の
暗
が
り
の
中
で
、
男
性
の

表
情
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

以
上
、
話
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
す
る
と
、
初
老
の
男
性
が
声
を
掛
け

て
く
れ
た
。
彼
が
両
親
と
妹
を
亡
く
し
た

こ
と
、
震
災
後
初
め
て
、
１
月
17
日
の
午

前
５
時
46
分
に
こ
こ
を
訪
れ
た
こ
と
を
教

え
て
も
ら
っ
た
。
震
災
の
犠
牲
者
は
６
４

３
４
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
族
に
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
が
あ
る
。
だ
が
、
何
の
た
め
に
そ

う
し
た
人
た
ち
の
悲
し
み
を
伝
え
る
の
か
。

あ
の
日
を
経
験
し
て
い
な
い
私
に
何
が
で

き
る
の
か
と
考
え
て
き
た
。

２
年
半
前
、
東
京
支
社
に
赴
任
し
、
内

閣
府
を
は
じ
め
と
す
る
国
の
防
災
対
策
を

取
材
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
央
防
災
会

議
の
東
南
海
・
南
海
地
震
等
に
関
す
る
専

門
調
査
会
の
座
長
、
土
岐
憲
三
立
命
館
大

学
教
授
は
「
調
査
の
結
果
を
国
や
自
治
体

の
対
策
に
生
か
し
て
も
ら
う
の
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
防
災
対
策
が
最
も
遅
れ
て
い
る

個
人
に
ど
れ
だ
け
対
策
を
と
ろ
う
と
思
っ

て
も
ら
え
る
か
が
大
切
な
ん
だ
」
と
語
っ

た
。
そ
の
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

六
甲
道
駅
西
地
区
は
今
、
区
画
整
理
が

完
了
し
、
真
っ
す
ぐ
な
道
路
が
伸
び
、
モ

ダ
ン
な
住
宅
が
整
然
と
並
ぶ
。
住
民
た
ち

は
、
地
区
内
に
で
き
た
公
園
に
慰
霊
碑
を

建
て
、「
あ
の
刻
（
と
き
）
を
忘
れ
な
い
」

と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
犠
牲
に
な
っ
た

61
人
す
べ
て
の
名
前
を
刻
ん
だ
。
今
年
の

１
月
17
日
、
そ
の
慰
霊
碑
の
前
で
、
あ
の

若
い
男
性
が
神
戸
新
聞
記
者
の
取
材
を
受

け
た
こ
と
を
紙
面
で
知
っ
た
。
あ
の
日
、

実
家
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
た
彼
が
わ
が

家
に
た
ど
り
着
い
た
と
き
に
は
日
が
暮
れ

て
い
た
こ
と
、両
親
と
妹
は
重
い
梁
（
は
り
）

の
下
敷
き
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
両

親
と
妹
の
亡
き
が
ら
を
救
い
出
す
ま
で
に

１
週
間
を
要
し
た
こ
と
…
…
。
時
が
た
ち
、

私
が
声
を
掛
け
た
と
き
、
彼
が
口
に
は
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
答
え
て
い
た
。

た
と
え
、
経
験
し
て
い
な
く
と
も
、
震

災
や
災
害
で
被
災
し
た
人
た
ち
を
通
し
、

悲
し
み
や
恐
ろ
し
さ
を
学
ぶ
。
そ
し
て
、

忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
伝
え
続

け
る
。
そ
の
こ
と
で
、
国
や
自
治
体
、
市

民
が
「
命
」
を
守
る
た
め
の
防
災
対
策
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
信
じ
、
こ
れ

か
ら
も
書
き
続
け
て
い
き
た
い
。

忘れないよう
伝え続ける…

やまじ　すすむ●2000年、神戸新聞社
入社。三木支局、社会部などを経て、06
年から東京支社編集部。

神戸新聞東京支社編集部

山路　進

記 者 の

眼
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「災害に備えた具体的な対策のやり
方がわからない」という声を聞く。
今号の特集は、この声に答える一助
になるのでは。ゲームには楽しいだ
けでなく、背景があり、教訓を伝え
るという大切な役割があった。（大）
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平
成
18
年
１
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
、
世
界
最
大
級
の
陸
域
観
測
技
術

衛
星
「
だ
い
ち
（
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）」。
暗
闇

や
悪
天
候
で
も
電
波
の
反
射
で
地
表

を
正
確
に
観
測
す
る
レ
ー
ダ
ー
「
パ
ル

サ
ー
」、
約
７
０
０
㎞
上
空
か
ら
地
表

２
・
５
ｍ
の
も
の
を
３
方
向
か
ら
観
測
で

き
る
高
精
度
セ
ン
サ
ー
「
プ
リ
ズ
ム
」、

最
大
約
44
度
の
首
振
り
機
能
で
カ

ラ
ー
画
像
を
作
成
す
る
セ
ン
サ
ー
「
ア

ブ
ニ
ー
ル
・
ツ
ー
」
を
駆
使
し
、
精
密

な
地
形
デ
ー
タ
を
収
集
。
最
長
２
日
で
、

画
像
を
地
上
に
送
信
で
き
る
。

　

全
世
界
の
２
万
５
０
０
０
分
の
１
の

地
図
作
成
を
は
じ
め
、
地
質
や
土
地
利

用
の
調
査
、
そ
し
て
災
害
時
の
復
旧
対

策
支
援
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
地
震

や
洪
水
な
ど
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
際
、
す
ば
や
く
そ
の
地
域
の
被
害

状
況
を
撮
影
。
被
災
国
に
、
無
償
で

衛
星
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
。

12 月～1月の予定

Schedule

10 月  3 日 中央防災会議「東南海､ 南海地震等に関する専門調査会」（第 35 回）
10 月  3 日 被害の実態に即した適切な住家被害認定の運用確保方策に関する検討会
10 月 17 日　重要文化財建造物の総合防災対策検討会（第 2回）
10 月 21 日～ 22 日　平成 20 年度原子力総合防災訓練
10 月 21 日　中央防災会議「首都直下地震避難対策等専門調査会」（第 14 回、最終回）
10 月 24 日 日韓防災会議（於：ソウル）
11 月 12 日　中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査会」（第 12 回）
11 月 12 日～ 14 日　「アジア防災会議 2008」（於：インドネシア）
11 月  4 日～ 25 日　災害時要援護者に関する全国キャラバン

（4日 高松市、7日 千代田区、10 日 仙台市、12 日 札幌市、
17 日 大阪市、19 日 広島市、21 日 名古屋市、25 日 福岡市）

10 月～11 月の動き

陸域観測技術衛星「だいち」
700km上空から高精度センサーで観測

防災技術 Front Line

写真提供：宇宙航空研究開発機構（JAXA）

12 月 2 日　中央防災会議「東南海、南海地震等に関する専門調査会」（第 36回、最終回）
1月 15 日～ 21 日　防災とボランティア週間
1月 17 日　防災とボランティアの日
1月中旬　 平成 20 年度政府総合図上訓練

平成 20年 8月末豪雨による被害が大
きかった愛知県周辺の画像。図の青色
は海や川などの水域。水色は浸水域と
考えられる領域で、①では市街地や田
畑が随所で浸水、②では田畑が広い範
囲で浸水しているのが分かる

宇宙を回る「だいち」。災害時のデー
タを提供し、被災地域に貢献すること
を目的に、各国の宇宙機関からなる「国
際災害チャータ」にも加入

ご意見・ご感想を、内閣府
（防災担当）広報「ぼうさい」宛で、

はがき、FAX、メールにて
お寄せください。

広報「ぼうさい」購読のご案内

本誌の購読をご希望の方は、（社）時事
画報社までお申し込みください。お申し
込みは電話、FAX、小社ホームページ
にて承ります。
TEL：0120-008884
FAX：03-5571-8898
http://www.jijigaho.or.jp
1冊 300円（税込み）
※送料別途：1～5冊80円

5冊以上160円または実費

表紙／防災フェア 2008 in さいたまでの消火訓練（撮影：相澤 正）



本誌P14～ P15に高山侑子さんのインタビュー記事を掲載しています。本誌P14 P15に高山侑子さんのインタビ 記事を掲載して ます


